
　       　　　　　   平成28年度当初予算会計別一覧表 単位：千円、％

28年度予算額 27年度予算額 差引 対前年比

(A) (B) (A)－(B) （A）／（B）

27,951,654 29,216,406 △ 1,264,752 95.7

国民健康保険事業 6,538,523 6,452,732 85,791 101.3

介 護 保 険 事 業 5,070,664 5,240,426 △ 169,762 96.8

後期高齢者医療事業 561,454 568,804 △ 7,350 98.7

簡 易 水 道 事 業 236,118 243,816 △ 7,698 96.8

温 泉 配 湯 事 業 9,472 9,484 △ 12 99.9

住宅資金貸付事業 65,790 69,987 △ 4,197 94.0

土 地 取 得 事 業 36,000 36,000 0 100.0

下 水 道 事 業 3,003,933 3,003,686 247 100.0

駐 車 場 事 業 7,134 6,613 521 107.9

集 落 排 水 事 業 674,060 677,507 △ 3,447 99.5

国 民 宿 舎 事 業 29,851 66,063 △ 36,212 45.2

高 城 財 産 区 11,670 13,184 △ 1,514 88.5

小 鴨 財 産 区 4,972 4,786 186 103.9

北 谷 財 産 区 664 258 406 257.4

上 北 条 財 産 区 18,694 19,708 △ 1,014 94.9

16,268,999 16,413,054 △ 144,055 99.1

企
業
会
計

水 道 事 業 1,224,919 1,261,737 △ 36,818 97.1

45,445,572 46,891,197 △ 1,445,625 96.9合 計
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基金の状況【平成28年度当初】
（単位：千円）

27年度末 28年度末

見 込 額 積立見込額 取崩見込額 見 込 額

Ａ Ｂ C A+B-C

文 化 基 金 13,925 15 10,000 3,940

博 物 館 資 料 整 備 基 金 5,067 503 2,000 3,570

緑 を 守 り 育 て る 基 金 54,149 59 12,749 41,459

職 員 退 職 手 当 基 金 254,069 204 254,273

公 共 施 設 等 建 設 基 金 87,316 70 60,000 27,386

教 育 振 興 基 金 161,313 1,661 1,661 161,313

ふ るさ と 農 村 活 性 化 基 金 17,968 18 17,986

集 落 排 水 事 業 推 進 基 金 284,055 4,466 45,378 243,143

若 者 の 定 住 化 促 進 基 金 1,176,780 987 230,000 947,767

遥かなまち倉吉ふるさと基金 7,601 32 6,000 1,633

企 業 立 地 推 進 基 金 201,372 163 100,000 101,535

湯 の 関 振 興 基 金 0 10 10 0

地 域 産 業 振 興 基 金 100,180 13 13,000 87,193

倉吉ふるさと未来づくり基金 317,877 700,000 552,143 465,734

財 政 調 整 基 金 1,318,709 1,056 86,553 1,233,212

減 債 基 金 1,244,367 75,996 124,077 1,196,286

計 5,244,748 785,253 1,243,571 4,786,430

（単位：千円）

27年度末 28年度末

見 込 額 積立見込額 取崩見込額 見 込 額

Ａ Ｂ C A+B-C

国民健康保険財政調整基金 421,000 337 135,337 286,000

介 護 保 険 財 政 調 整 基 金 124,093 141 56,555 67,679

簡 易 水 道 事 業 積 立 基 金 10,473 9 6,618 3,864

温 泉 配 湯 事 業 積 立 基 金 22,125 1,865 1 23,989

高 城財 産 区 財 政 調 整 基 金 43,049 40 2,526 40,563

用 品 調 達 基 金 2,450 2,550 2,500 2,500

土 地 開 発 基 金 18,910 16,000 20,000 14,910

計 642,100 20,942 223,537 439,505

区　　　分

28年度

区　　　分

28年度



（単位：千円）

【区分】☆…新規　◎…拡充　　【戦略】◇『倉吉市未来いきいき総合戦略』事業

会計名 款 項 目 事業 区分 戦略 担当課 事　　業　　名 ページ 予算額 一般財源

一般 1 - - - 税務課 市税 1 5,506,826 5,506,826

〃 6 1 1 - 税務課 地方消費税交付金 1 927,252 927,252

〃 10 1 1 - 財政課 地方交付税 2 7,400,000 7,400,000

〃 18 1 - - 財政課 財政調整、減債基金繰入金 3 210,630 86,553

〃 18 1 15 - 総合政策課 倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金 3 552,143 0

〃 21 1 7 - 財政課 臨時財政対策債 4 758,125 758,125

一般 2 1 1 2 ☆ ◇ 総務課 庁舎等管理（公共施設等総合管理計画作成業務） 5 4,800 4,800

〃 2 1 1 15 ☆ 総務課 行政情報システム管理（県自治体ＩＣＴ共同化） 5 1,293 1,293

〃 2 1 3 1 ☆ 総務課 文書広報（行政手続支援、行政不服審査会共同設置） 6 3,101 3,101

〃 9 1 2 1 ◎ 防災安全課 非常備消防（消防団員処遇改善） 7 31,139 31,139

〃 9 1 3 1 防災安全課 防災対策（消防ポンプ積載車　等） 7 82,865 65

〃 2 1 2 1 ☆ 職員課 人事管理（ストレスチェック） 8 787 787

〃 2 1 3 2 ☆ ◇ 総合政策課 倉吉市ＰＲポストカード 8 238 238

〃 2 1 6 31 ◇ 総合政策課 ふるさと納税 9 346,043 0

〃 2 1 6 33 総合政策課 倉吉ふるさと未来づくり基金積立金 9 700,000 0

〃 2 1 7 1 ☆ ◇ 総合政策課 企画政策推進（総合戦略推進委員会） 10 90 90

〃 2 1 7 1 ☆ ◇ 総合政策課 　〃（市民提案型協働プロジェクト） 10 2,700 2,700

〃 2 1 7 1 ☆ 総合政策課 　〃（関金地区住民ﾈｯﾄﾜｰｸ維持更新計画策定） 11 3,240 3,240

〃 2 1 7 1 ☆ ◇ 総合政策課 　〃（学生向けシェアハウス導入事業） 11 11,600 5,800

〃 2 1 7 1 ☆ ◇ 総合政策課 　〃（学生ボランティア活動交通費補助金） 12 200 200

〃 2 1 7 1 ☆ ◇ 総合政策課 　〃（鳥取看護大学コミュニティ師範養成事業） 12 1,864 1,864

〃 2 1 7 45 ◎ ◇ 総合政策課 中心市街地活性化推進事業 13 8,620 8,620

〃 2 1 9 8 ◎ ◇ 総合政策課 総合交通対策（定住自立圏）（中部地域公共交通協議会負担金） 14 2,304 2,304

〃 2 1 7 12 ◎ ◇ 地域づくり支援課 協働のまちづくり（第40回倉吉打吹まつり実行委員会補助金） 14 5,000 5,000

〃 2 1 7 29 ◇ 地域づくり支援課 定住対策事業 15 8,157 317

〃 2 1 7 30 ◇ 地域づくり支援課 若者定住・ＩＪＵターン事業 16 17,218 404

〃 2 1 7 42 ◇ 地域づくり支援課 集落支援員活用事業 17 8,169 8,169

〃 2 1 7 11 ◎ ◇ 観光交流課 文化芸術活動振興（第15回倉吉天女音楽祭） 18 3,600 1,600

〃 2 1 7 11 ☆ 観光交流課 　〃　（倉吉・大阪淀屋歴史再発見事業費補助金） 18 200 200

〃 7 1 3 1 ☆ ◇ 観光交流課 観光一般（観光音声ガイドサービス委託料） 19 1,390 1,390

〃 7 1 3 22 ◎ ◇ 観光交流課 若女将による関金温泉街活性化事業 19 1,985 1,985

〃 7 1 3 28 ◇ 観光交流課 地域おこし協力隊による関金活性化事業 20 3,757 3,757

〃 7 1 3 29 ◎ ◇ 観光交流課 ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業 20 16,000 8,000

平 成 28 年 度 予 算 主 な 事 業 一 覧 表

歳　　入

歳　　出



（単位：千円）

【区分】☆…新規　◎…拡充　　【戦略】◇『倉吉市未来いきいき総合戦略』事業

会計名 款 項 目 事業 区分 戦略 担当課 事　　業　　名 ページ 予算額 一般財源

平 成 28 年 度 予 算 主 な 事 業 一 覧 表

〃 3 1 1 42 ◎ 福祉課 生活困窮者自立支援（就労準備支援事業） 21 3,396 1,133

〃 3 1 9 1 福祉課 臨時福祉給付金 21 89,571 0

〃 3 2 1 6 ◎ 子ども家庭課 児童扶養手当 22 301,287 200,661

〃 3 2 2 2 ◎ ◇ 子ども家庭課 保育所運営 23 1,797,892 612,362

〃 3 1 5 1 ◎ ◇ 医療保険課 特別医療 24 326,169 156,698

〃 3 1 4 1 長寿社会課 老人福祉一般（地域医療介護総合確保基金事業） 24 43,178 0

〃 4 1 1 18 ☆ ◇ 保健センター 妊婦出産包括支援事業 25 5,081 195

〃 4 1 3 4 ☆ ◇ 保健センター 個別予防接種（ロタウイルスワクチン助成） 25 1,500 100

〃 4 1 5 2 ◎ ◇ 保健センター がん検診（生活保護受給者無料化） 26 2,280 2,280

〃 4 1 5 5 ◎ 保健センター 健康診査（歯周疾患検診） 26 360 360

〃 6 1 3 33 農林課 就農条件整備事業 27 11,273 3,758

〃 6 1 3 38 ☆ ◇ 農林課 鳥獣被害総合対策事業（有害鳥獣被害対策実施隊） 27 461 461

〃 6 1 3 49 農林課 がんばる農家プラン事業 28 18,711 4,985

〃 6 1 3 61 ☆ ◇ 農林課 認定就農者総合支援対策事業 28 420 420

〃 6 1 3 62 ◎ ◇ 農林課 薬用作物等生産振興対策事業 29 2,061 31

〃 6 1 3 63 ◇ 農林課 鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業 29 44,608 1,152

〃 6 1 3 64 ◎ ◇ 農林課 園芸産地活力推進事業（野菜全自動移植機） 30 1,800 600

〃 6 1 3 66 ☆ ◇ 農林課 定年帰農者等支援事業 30 900 900

〃 6 1 4 2 ◎ 農林課 畜産振興対策事業 31 2,354 2,354

〃 6 1 4 13 農林課 鳥取和牛振興総合対策事業 32 31,579 8,331

〃 6 1 5 1 農林課 土地改良 33 101,997 25,104

〃 6 2 2 25 農林課 単県斜面崩壊復旧事業 34 20,000 0

〃 6 2 2 28 ☆ ◇ 農林課 きのこ王国鳥取推進事業 34 4,237 97

〃 7 1 2 3 ◇ 商工課 企業誘致（企業立地促進補助金ほか） 35 456,782 126,782

〃 7 1 2 6 ☆ ◇ 商工課 金融対策（地域総合整備資金貸付金） 35 413,000 0

〃 7 1 2 26 ◇ 商工課 大谷工業団地再整備事業 36 69,749 69,749

〃 7 1 2 29 ☆ ◇ 商工課 就職情報提供事業 36 2,053 2,053

〃 8 4 1 3 ☆ 管理計画課 都市計画総務（景観）（都市計画マスタープラン作成業務） 37 4,036 4,036

〃 8 4 1 3 ☆ 管理計画課 　〃　（都市計画図デジタル化業務） 37 42,248 31,589

〃 8 4 2 16 ☆ 管理計画課 公園施設長寿命化対策支援事業 37 5,541 371

〃 8 2 3 3 建設課 地方道路整備事業（地域活力基盤創造交付金） 38 210,300 8,700

〃 8 2 3 9 ☆ 建設課 一般道路新設改良（緊急防災・減災事業） 39 11,300 0

〃 8 2 3 11 建設課 安全・安心生活空間の整備（社会資本整備総合交付金） 39 505,500 40,800

〃 8 5 2 2 建築住宅課 地域住宅交付金（市営大坪住宅） 40 416,195 3,441



（単位：千円）

【区分】☆…新規　◎…拡充　　【戦略】◇『倉吉市未来いきいき総合戦略』事業

会計名 款 項 目 事業 区分 戦略 担当課 事　　業　　名 ページ 予算額 一般財源

平 成 28 年 度 予 算 主 な 事 業 一 覧 表

〃 10 2 1 2 ◎ 教育総務課 小学校運営（総務）（関金小学校改修工事） 41 86,342 86,342

〃 10 2 1 2 ☆ 教育総務課 　〃　（河北小学校間仕切改修設計業務） 41 1,680 1,680

〃 10 2 3 1 教育総務課 成徳小学校耐震補強事業 42 73,959 8,159

〃 10 2 3 13 ◎ 教育総務課 小鴨小学校校舎増築事業 42 185,529 22,446

〃 10 2 3 14 ◎ 教育総務課 上灘小学校屋内運動場跡地整備事業 43 25,605 4,648

〃 10 2 3 15 ☆ 教育総務課 小学校屋内運動場避難所整備事業（灘手小学校駐車場） 43 5,700 4,900

〃 10 3 3 8 ☆ 教育総務課 中学校屋内運動場避難所整備事業（西中学校屋内運動場トイレ改修） 44 15,859 6,359

〃 10 1 2 3 ◎ 学校教育課 教育総務（地域学校委員会） 44 126 126

〃 10 1 2 15 ◎ ◇ 学校教育課 スクールソーシャルワーカー活用 45 4,561 21

〃 10 1 2 22 ◎ ◇ 学校教育課 元気はつらつプラン 45 19,722 222

〃 10 1 2 33 ☆ ◇ 学校教育課 不登校児童生徒への支援事業 46 4,757 0

〃 10 3 2 6 ☆ ◇ 学校教育課 中学校教育研修（倉吉検定） 46 10 10

〃 10 4 4 1 ☆ 生涯学習課 公民館管理（北谷公民館トイレ改修） 47 9,902 2,502

〃 10 5 1 7 ☆ ◇ 生涯学習課 社会体育振興（全国高校総体自転車競技実行委員会負担金） 48 7,182 7,182

〃 10 5 1 7 ☆ ◇ 生涯学習課 　〃　（全日本クライミングユース選手権補助金） 48 200 200

〃 10 5 2 1 ☆ ◇ 生涯学習課 体育施設維持管理（武道館ＬＥＤ化ほか施設改修、設備整備） 49 46,507 4,492

〃 10 4 3 1 ☆ 文化財課 文化財保護（埋蔵文化財活用事業） 50 2,000 500

〃 10 4 3 4 ☆ 文化財課 史跡維持管理（国分寺再整備事業） 50 8,477 2,828

〃 10 4 3 6 ☆ ◇ 文化財課 指定文化財保存整備（倉吉淀屋付属屋等修理工事） 51 22,851 1,226

〃 10 4 7 9 ◎ ◇ 図書館 山上憶良短歌募集（国司赴任1300記念事業） 51 1,773 1,773

〃 10 4 5 16 ◎ ◇ 博物館 特別展「菅楯彦大賞展」 52 9,293 4,943

〃 10 4 5 33 ☆ ◇ 博物館 特別展「北斎展」 52 2,001 2,001

〃 10 4 6 1 ☆ 博物館 資料館維持管理（歴史民俗資料館屋根外壁改修） 53 89,428 4,515

〃 1 1 1 2 ◎ 議会事務局 議会事務局費(政務活動費補助金） 54 3,840 3,840

〃 2 4 3 1 選挙管理委員会事務局 参議院議員通常選挙費 54 19,757 0

〃 学校給食センター 学校給食調理業務委託料 55 445,500 445,500

簡易水道 業務課 簡易水道施設・管路更新計画策定業務 55 26,077 －

下水道、集落排水 下水道課 地方公営企業会計への移行業務 55 99,113 －

債務負担行為

債務負担行為

債務負担行為



担 当 課 施 策

事 業 名 4

会計・予算科目 会計 一般 款 1 項 目

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

5,561,579 5,506,826

担 当 課 施 策

事 業 名 6

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

922,770 927,252

事業の目的・意図

消費税等の税率8％のうち、県税である地方消費税率1.7％相当額の1/2が県内市町村に交付されるもの。
平成26年4月1日の消費税率改正に伴う地方消費税交付金の増収分については、その使途を明確化し、社会保障施
策に要する経費に充てるものとされた。

事業の概要（積算根拠　等）

地方消費税交付金のうち　一般財源分　585,978千円　社会保障財源分 341,274千円

◆引上げ分の地方消費税の使途の明確化（社会保障施策に要する経費に充てるもの）
≪歳入≫地方消費税交付金のうち、引き上げ分の増収見込み　341,274千円
≪歳出≫社会保障施策に要する経費　　　　　　　　　　　7,195,730千円（うち一般財源3,097,686千円）

地方消費税交付金 地方消費税交付金 地方消費税交付金

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

927,252

税務課 43 安定的に自主財源を確保する

【歳入】市税 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

市税

税務課 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

【歳入】地方消費税交付金 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　法令等に基づく適正な賦課徴収を行い、歳入を確保する。

事業の概要（積算根拠　等）

市税歳入は、27年度に比べ54,753千円の減額（△0.98％）を見込む。

　個人市民税　1,808,800千円（年間給与総額の増加による増  500千円）
　法人市民税　  480,700千円（地方法人税創設に伴う税率変更（14.7％→12.1％）及び、法人税率の引き下げ
　　　　　　　　　　　　　 （25.5％→23.9％）による減 △35,300千円）
　固定資産税　2,669,106千円（地価の下落及び設備投資の回復の遅れによる減 △50,543千円）
　軽自動車税　  171,200千円（税率改正による増 33,400千円）
　たばこ税　　  374,000千円（たばこ消費の減少による減 △2,000千円）
　入湯税　　　    2,020千円（入湯者数の増加による増 90千円）
　都市計画税　    1,000千円（滞納繰越額の減少による減 △900千円）

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

5,506,826

1



担 当 課 施 策

事 業 名 7

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 1 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

7,500,000 7,400,000

事業の目的・意図

　普通交付税は、地方公共団体が自主的に行政を執行する機能を損なうことなく財源の均衡を図るため、財政需
要額が財政収入額を超える地方公共団体に対し交付されるもの。地方交付税全体の94％。
　特別交付税は、災害等の特別な財政需要を考慮して交付されるもので、地方交付税全体の6％。

事業の概要（積算根拠　等）

普通交付税　6,600,000千円
　地方財政計画△0.3％を考慮した額から、事業費補正減額分・合併算定替の縮減分を控除。

特別交付税　　800,000千円
　地方財政計画△0.3％を考慮。

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

7,400,000

【歳入】地方交付税 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

地方交付税 地方交付税 地方交付税

財政課 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

2



担 当 課 施 策

事 業 名 24

会計・予算科目 会計 一般 款 18 項 1 目

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

158,645 86,553

担 当 課 施 策

事 業 名 24

会計・予算科目 会計 一般 款 18 項 1 目 15

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 552,143552,143

事業の目的・意図

未来に向けた個性豊かで活力ある地域づくりを推進するため、ふるさと納税を財源とした基金を活用して『倉吉
未来いきいき総合戦略』に掲げた事業を推進し、地方創生の取組を推進するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

主な充当事業　『倉吉未来いきいき総合戦略；基本目標』別　 （ ）カッコ内単位；千円

１．人を大事にし、志を育てる　　　　　　　【135,500千円】
　　　保育所運営（50,000）
      児童健全育成、放課後児童ｸﾗﾌﾞ（46,000）
      元気はつらつﾌﾟﾗﾝ（19,500）
　　　若者定住・ＩＪＵターン、定住対策（13,000）

２．仕事をつくり、人を呼び、また仕事を呼ぶ【403,043千円】
　　　企業誘致（30,000）
      ふるさと納税（地域産品の贈呈等）（346,043）
      体育施設維持管理（25,000）

３．地域を守り、地域の資源を活力に変える　【 12,000千円】
　　　市民提案型協働プロジェクト、学生向けシェアハウスほか（8,000）
　　　地域資源観光活用（3,000）

４．その他　　【1,600千円】

事業の目的・意図

　基金は特定の目的のために設置されたものであり、その目的達成のために必要な金額を一般会計に繰り入れる
もの。

事業の概要（積算根拠　等）

○財政調整基金繰入金　 86,553千円（収支調整）

○減債基金繰入金　　　124,077千円（公債費の一部に充当）

繰入金 基金繰入金

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

210,630 124,077

総合政策課 43 安定的に自主財源を確保する

倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

繰入金 基金繰入金 倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

財政課 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

【歳入】財政調整基金、減債基金繰入金 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 33

会計・予算科目 会計 一般 款 21 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

822,640 758,125

事業の目的・意図

臨時財政対策債は、国の地方交付税として交付するべき財源が不足した場合に、地方交付税の交付額を減らし
て、その分を地方公共団体に地方債を発行させる制度。償還に要する費用は後年度の地方交付税で措置される。

事業の概要（積算根拠　等）

地方財政対策における臨時財政対策債の増加率を考慮。
　　H27決定額905,636千円　×（H28）16,179億円　/（H27）19,327億円　≒　758,125千円

市債 市債 臨時財政対策債

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

758,125

財政課 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

【歳入】臨時財政対策債 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 37

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 4,800

担 当 課 施 策

事 業 名 38

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 1,293

総務課 44 公共施設の維持管理の 適化に向けた取組を進める

予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

総務費 総務管理費 一般管理費

庁舎等管理（公共施設等総合管理計画作成業務）

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

4,800

事業の目的・意図

　全国的に大きな課題となっている公共施設の老朽化対策について、人口減少・少子高齢化による市民ニーズの
変化を踏まえながら、更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うため、「公共施設等総合管理計画」を作成す
るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

公共施設等総合管理計画作成業務　4,800千円
　長期的な視点に立った公共施設等の維持管理のあり方や更新の方針を定める。
　・資料収取整理
　・公共施設等の現況及び将来の見通し
　・公共施設等の管理に関する基本方針
　・説明資料作成

主な特定財源（名称、金額　等）

総務課 45 双方向型の情報提供を充実させる

予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

総務費 総務管理費 一般管理費

行政情報システム管理（県自治体ＩＣＴ共同化）

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

1,293

事業の目的・意図

クラウド技術を活用した情報システムの共同化によるコスト削減や業務の効率化、及び情報セキュリティに係る
脅威への適切な対策を図るため設立された「鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会」に対し、システム整備等に
係る経費を負担するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　鳥取県自治体ＩＣＴ共同化推進協議会負担金　1,293千円
　　平成28年度から「電子申請(市民向サービス)」「行政イントラ(自治体間の情報交換)」の整備
　　○ 電子申請システム　　　　 297千円（H29開始予定・導入準備作業）
　　○ 行政イントラシステム　　 316千円（H28.10開始予定・導入及び運用）
　　○ 共通事務経費　　　　　　 680千円（会議・研修等の費用及び調達等経費）
　　…負担金の基本的な考え方（県 1/2 残りの1/2は市町村で 均等割:50% 人口割:50%）

主な特定財源（名称、金額　等）
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担 当 課 施 策

事 業 名 40

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 3,101

総務課 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

文書広報（行政手続支援、行政不服審査会共同設置） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

総務費 総務管理費 文書広報

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

3,101

事業の目的・意図

行政手続整備
　地方分権改革の進展等に伴い、市町村への権限移譲が進められ、行政手続制度上の処分（行政処分）で市が処
理するものが増加していること、行政不服審査関連三法（行政手続法、新行政不服審査法、行政不服審査法関連
整備法）が平成28年度から完全施行されるため、市の各機関が行った行政処分に対してなされる不服申立ての処
理について、さらなる公正性の確保が求められること等から、行政処分の審査基準等の整備を行い、これらを
ウェブサイトで公開することにより、より開かれた市政の展開を図るもの。
行政不服審査会共同設置
　平成28年４月から施行される新行政不服審査法に基づく第三者機関(鳥取県行政不服審査会)を、県と県内の町

村・一部事務組合・広域連合で共同設置する（事務局は県）ため、その運営に要する費用等を負担するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

◯行政手続整備　2,709千円
　行政手続整備支援業務委託料　2,456千円
　　法律又は条例に基づく行政処分の調査を行い、審査基準を整備するもの
　行政手続管理システム利用料　253千円
　　整備した審査基準を市民・職員がウェブサイトで閲覧できるようにするもの

◯鳥取県行政不服審査会共同設置負担金　392千円
　定額割　40千円　年間所要額（行政不服審査会の開催経費等1,000千円余）を関係団体の規模に応じてあん分
　実績割　352千円　審査請求１件当たりの処理に要する費用

主な特定財源（名称、金額　等）

6



担 当 課 施 策

事 業 名 113

会計・予算科目 会計 一般 款 9 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

26,909 31,139

担 当 課 施 策

事 業 名 114

会計・予算科目 会計 一般 款 9 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

53,929 65

【地方債】緊急防災・減災事業債　充当率100％　82,800千円

事業の目的・意図

消防力の整備指針・消防水利の基準に基づく、公設消防の消防ポンプ自動車及び積載車の更新、自主防災組織へ
貸与している小型動力ポンプの更新を行う。

事業の概要（積算根拠　等）

　消防ポンプ積載車　32,917千円　　2台（明倫分団・関金第4分団）

　消防ポンプ自動車　32,841千円　　1台（関金第1分団）

　小型動力ポンプ　　17,107千円　　9台（富海・穴田・藤井谷・小田・今在家・谷・福山・中野・長谷）

主な特定財源（名称、金額　等）

消防費 消防費 消防施設費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

82,865 82,800

防災安全課 36 災害に強いまちをつくる

防災対策（消防ポンプ積載車　等） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

倉吉市消防団員に対する報酬・費用弁償額の見直しを行い、処遇改善を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

【報酬】21,541千円（Ｈ27：13,729千円）　県内他市と同様に交付税算定額に統一
　団長　　：82,500円（74,100円）
　副団長　：69,000円（56,100円）
　分団長　：50,500円（41,100円）
　副分団長：45,500円（29,700円）
　部長　　：37,000円（24,000円）
　班長　　：37,000円（21,000円）
　団員　　：36,500円（20,000円）※カッコ内はＨ27単価。

【費用弁償】9,598千円（Ｈ27：13,180千円）　内容により単価を見直し
（１）水火災その他の災害の防除又は警戒　4,200円
（２）人命救助　　　　　　　　　　　　　4,200円
（３）水防拠点待機　　　　　　　　　　　2,500円
（４）火災予防　　　　　　　　　　　　　1,700円
（５）訓練又は研修　　　　　　　　　　　1,700円
（６）会議等　　　　　　　　　　　　　　1,000円
※以下はＨ27単価
（１）水火災その他の災害の防除又は警戒　4,200円
（２）人命救助　　　　　　　　　　　　　4,200円
（３）訓練等　　　　　　　　　　　　　　3,000円

主な特定財源（名称、金額　等）

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

31,139

防災安全課 36 災害に強いまちをつくる

非常備消防（消防団員処遇改善） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

消防費 消防費 非常備消防費
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担 当 課 施 策

事 業 名 39

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 787

担 当 課 施 策

事 業 名 40

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 238

職員課 41 職員一人ひとりの能力を高める

人事管理（ストレスチェック） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

総務費 総務管理費 人事管理費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

787

事業の目的・意図

本市の魅力の発信による交流人口の拡大とＩＪＵ施策を推進するため、市外に出ている大学生や本市にゆかりの
ある人に対して、市民からポストカードを送ってもらい、愛着と誇りを持った「人財」が帰倉するきっかけづく
りに取り組むもの。
併せて、市報読者アンケートを行い、記事の感想・市民の意見を募集し、今後の市報のあり方を検討するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　ＰＲポストカード　20,000部（印刷＠8円、市報差込＠3円）　238千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 文書広報費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

238

総合政策課 ５ にぎわい創出と観光業による、まちの集客力を高める

倉吉市ＰＲポストカード 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

労働安全衛生法に基づき、ストレスチェックを行うことにより、職員のメンタルヘルス不調の未然防止に努める
もの。（法施行日；平成27年12月1日）

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　ストレスチェック委託料　　　　　　727千円
　高ストレス者に対する面接指導謝金　 60千円

主な特定財源（名称、金額　等）
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担 当 課 施 策

事 業 名 41

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 6

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

168,928 0

担 当 課 施 策

事 業 名 42

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 6

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 0

事業の目的・意図

未来へ向けた個性豊かで活力ある地域づくりを推進するため、新たに『倉吉ふるさと未来づくり基金』を設置
し、ふるさと納税寄附金を財源とした基金積立を行うもの。
この基金を活用し、『倉吉未来いきいき総合戦略』に掲げた事業を推進し、地方創生の取組を推進するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

平成26年度までふるさと納税寄附金を各基金へ積み立てていたが、市の重点施策に対して、より柔軟な運用をす
るため、新たに基金を設置し、活用するため積み立てるもの。

　平成27年度ふるさと納税決算見込額　　　628,500千円（件数 29,500件）
　平成28年度ふるさと納税基金寄附金　　　700,000千円（件数 35,000件）
　※平成27年度決算見込額の約1.1倍を見込むもの

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 財産管理費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

700,000 700,000

346,043 346,043

【その他】　倉吉ふるさと未来づくり基金寄附金　　700,000千円

総合政策課 43 安定的に自主財源を確保する

ふるさと納税 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

総務費 総務管理費 財産管理費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債

【その他】
　倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金　　346,043千円

総合政策課 43 安定的に自主財源を確保する

倉吉ふるさと未来づくり基金積立金 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　財源の確保と地域産品を全国発信するため、ふるさと納税を推進する。
　贈呈品を更に充実させ、地域産品のPRと地域産業活性化を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

社会保険料・賃金　　　　　　　　　5,103千円
（受付・発送事務補助2.5人）
街頭ＰＲ報償費　　　　　　　　　　　 16千円
全国サミット旅費　　　　　　　　　　156千円
贈呈品代　　　　　　　　　　　　310,900千円
リピーター対策等事務用消耗品　　　　437千円
パンフレット・封筒印刷製本費　　　2,103千円
受領証等通信運搬費　　　　　　　　5,638千円
Ｗｅｂ広告料　　　　　　　　　　 15,120千円
クレジット払手数料ほか　　　　　　6,233千円
カラープリンター借上料　　　　　　　337千円

※ふるさと納税収入見込額　　35,000件　　700,000千円

主な特定財源（名称、金額　等）

その他
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担 当 課 施 策

事 業 名 43

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 90

担 当 課 施 策

事 業 名 44

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 2,700

事業の目的・意図

本市における地方版総合戦略の推進基本事業である市民協働型協働プロジェクトの実施により、地域課題の掘り
起しや課題解決の取組を推進し、地域と行政が共に考え行動する意識を広げ、これからの地域づくり、倉吉の未
来を創造するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

本市に地方版総合戦略の策定に当たり、各地区でのワークショップによる課題やアイデアの集約を、戦略の策定
で終わらせることなく、今後のまちづくりに活かし、官と民が一体となって考え実行する取組として「市民提案
型協働プロジェクト」を総合戦略の推進基本事業として実施する。
平成28年度については、取組みの初年度として、民間事業者に業務を委託し、地域課題の掘り起し、課題解決の
方法、課題に合致した外部アドバイザーの招へい等のノウハウを学び、次年以降の取組に役立てるもの。
この取組みの中で、事業の中で子育て、移住、地域づくり等の取組みを市民運動として拡げ、定着させる。

【新規】
　市民提案型協働プロジェクト支援委託料　2,700千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務企画費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

2,700

総合政策課 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

企画政策推進（市民提案型協働プロジェクト） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　本市における地方版総合戦略に関係する事業等の進捗管理、重要業績評価指標の達成状況及びＰＤＣＡサイク
ルの検証、評価及び分析を行うための会議体を組織し運営することで、当該戦略の目的を達成させるもの。

事業の概要（積算根拠　等）

学識経験者、金融関係者、報道関係者、企業関係者等で構成する会議体として総合戦略推進委員会を組織し、本
市における地方版総合戦略に関係する事業等の進捗管理、重要業績評価指標の達成状況及びＰＤＣＡサイクルの
検証、評価及び分析を行う。

【新規】総合戦略推進委員会・委員謝金　90千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

90

総合政策課 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

企画政策推進（総合戦略推進委員会） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 43

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 3,240

担 当 課 施 策

事 業 名 45

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 5,800

【県】移住定住推進交付金　11,600千円 × 1/2 ＝ 5,800千円

事業の目的・意図

学生の地域活動への参画による地域づくりを推進するため、地域の空き家を活用した学生向けシェアハウスの運
営を行う団体を支援するもの

事業の概要（積算根拠　等）

　空き家の有効活用と、学生が地域で暮らし地域の活動へ参画することで、地域の活性化を図るため、
学生向けシェアハウスとして空き家を整備するための費用を支援するもの。
　
【新規】
　空き家を活用した学生向けシェアハウス整備事業費補助金　　11,600千円（県補助1/2）

　　予定地区：成徳、上井　各１ヵ所
　　補助限度額：5,800千円（改修費 5,000千円＋家財処分費 800千円）×２ヵ所
　　実施主体：学生シェアハウス整備実行委員会（学校法人、学生、宅建協会、物件所有者等）

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務企画費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

11,600 5,800

総合政策課 24 地元大学生の力による賑わいづくりと地域づくりを進める

企画政策推進（学生向けシェアハウス導入事業） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

既存の情報通信基盤の更新を予定するにあたり、 適な方法を調査することで、平成29年度以降に実施する更新
工事の実施に当たり、行政資源を効果的・効率的に活用し、もって市民の情報通信サービスの利便性向上を図る
もの。

事業の概要（積算根拠　等）

　関金地区のＣＡＴＶサービス等に活用されている市所有の光ファイバー等の情報通信網が、整備から１０年を
経過し、老朽化による更新の時期を迎えている。また、テレビ放送における超高画質放送や、これまでの回線速
度を超える超高速インターネットサービスの普及など、利用者の要求も高度化しており、更新にあたっては、通
信基盤の機能向上を視野にいれた多角的な検討及び調査が必要であることから、専門事業者に調査業務を委託す
るもの。

【新規】
　関金地区住民ネットワーク維持更新計画策定業務　3,240千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

3,240

総合政策課 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

企画政策推進（関金地区住民ﾈｯﾄﾜｰｸ維持更新計画策定） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 46

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 200

担 当 課 施 策

事 業 名 45

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 1,8641,864

県 地方債 その他

200

事業の目的・意図

健康意識の向上や健診受診率の向上を図るため、地域住民が気軽な健康相談、健康測定を行う「人財」の育成や
「まちの保健室」の運営、体制整備を行う団体を支援するもの

事業の概要（積算根拠　等）

　まちの保健室の推進リーダーの養成と合わせ、地域課題への取組例を学ぶ養成講座の開催を支援し、
受講終了者は市が「コミュニティ師範」として認定を行う。

【新規】
　鳥取看護大学ｺﾐｭﾆﾃｨ師範養成事業費等補助金　1,864千円
　　≪積算内訳≫　まちの保健室　　　　984千円（運営、広報宣伝ほか）
　　　　　　　　　コミュニティ師範塾　880千円（講師料、測定用備品、広報宣伝ほか）
　

主な特定財源（名称、金額　等）

その他

総務費 総務企画費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債

総合政策課 24 地元大学生の力による賑わいづくりと地域づくりを進める

企画政策推進（学生ボランティア活動交通費補助金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

総合政策課 24 地元大学生の力による賑わいづくりと地域づくりを進める

企画政策推進（鳥取看護大学コミュニティ師範養成事業） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

学生の力による地域づくりを推進するため、地域イベントやボランティア活動へ参画する学生に対して交通費相
当額を支給する団体を支援するもの

事業の概要（積算根拠　等）

　鳥取短期大学、鳥取看護大学、その他県内大学生の市内でのイベントの参加やボランティア活動を
促すため、イベントを主催する団体に対して参加学生の交通費相当額を支援するもの

【新規】
　学生ボランティア活動交通費補助金　　　200千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務企画費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳
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担 当 課 施 策

事 業 名 45

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

8,825 8,620

主な特定財源（名称、金額　等）

中心市街地活性化推進事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

総合政策課 28 にぎわいのあるまちなかを再生する

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

8,620

中心市街地の継続的な活性化を図るため、策定した計画の追加変更等を行うとともに、必要とされる調査を
実施する。また、計画の認定に必須となる法定協議会の運営を支援する。

 ・基本計画変更認定協議等に係る旅費　332千円
 ・協議会設立運営に関する補助金　　6,659千円
  （タウンマネジャー設置費、中心市街地商業活性化アドバイザー派遣費などへの補助）　など

【新規】
　地域おこし協力隊制度を活用した中心市街地活性化を担う「人財」を育成する　1,592千円
 ・報酬　　　　　　　　　　　1,033千円
 ・社会保険料　　　　　　　　　167千円
 ・旅費　　　　　　　　　　　　 41千円
 ・印刷製本費　　　　　　　　 　 5千円
 ・通信運搬費　                 21千円
 ・宿舎借上料　                320千円
 ・地域づくりセミナー参加負担金　5千円

事業の目的・意図

　中心市街地活性化に関する施策を総合的かつ一体的に推進するもの。

事業の概要（積算根拠　等）
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担 当 課 施 策

事 業 名 47

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 9

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

2,304

担 当 課 施 策

事 業 名 45

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

4,500 5,000

事業の目的・意図

　効率的で利便性の高い交通システムを構築するためには、圏域全体の利用実態を把握し、地域や時間帯にふさ
わしい運行形態を総合的に見直す必要がある。
　そこで、バス事業者が年１回実施しているＯＤ調査（利用者１人１人の起点originから終点destinationまで
を把握する調査）の結果を分析し、見直し案の作成を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

　圏域全体の利用実態が把握できる調査として、バス事業者が年１回実施しているＯＤ調査があるが、調査結果
は国庫補助金の算定に用いるにとどまり有効に活用できていない。そのため、直近５年分の調査結果を活用し、
利用区間、利用時間の分布等を分析することでより効率的で利便性の高い運行体系の確立を目指す。また、分析
の結果により、今後ターゲットを絞った利用促進がはかれるようになる。

【新規】
　鳥取県中部地域公共交通総合連携計画策定業務　事業費3,456千円のうち本市負担額　2,304千円
　
　対象　鳥取県中部を運行する全バス路線　16路線278便
　　　　　調査費用は系統ごとに算出し、関係する市町のみが負担する。
　　　　（倉吉市2,303,198円、三朝町501,424円、湯梨浜町345,735円、北栄町160,194円、琴浦町145,449円）

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 交通対策費

本年度予算額
（千円）

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

5,000

地域づくり支援課 25 自ら志を持ち、アイデアを実現し地域に貢献できる人材を育成する

協働のまちづくり（倉吉打吹まつり実行委員会補助金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

予算額の
財源内訳

県 地方債 その他

事業の目的・意図

倉吉打吹まつりが第40回の節目を迎えるため、銀座商店街と連携し若者、学生そして地域住民が一つになって従
来の祭りを拡充し40周年を盛り上げるまつりを実施するもの

事業の概要（積算根拠　等）

　第40回記念事業の事業計画
　　・学生、若者を中心としたお試し営業や展示などのイベント開催。
　　・牛鬼、女みこし等銀座通り練り歩きグループの交流団体のまつりへの参加。
　
　【H28年予算案】
　　収入18,945千円（主な財源：市補助金5,000千円、寄附金・広告料6,200千円、Tシャツ売上等5,161千円）
　　支出18,945千円（主な支出：宣伝費4,659千円、事業費13,602千円（うち40周年記念事業500千円））

主な特定財源（名称、金額　等）

2,304

総合政策課 42 周辺４町との連携のもと、より効果的・効率的なまちづくりを進める

総合交通対策（定住自立圏）（中部地域公共交通協議会負担金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 45

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

9,949 317

26 移住希望者へ魅力を伝え、あたたかく迎え入れる体制を進める

定住対策事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

8,157 3,840

主な特定財源（名称、金額　等）

【県】県移住定住推進交付金（1/2）　3,840千円
　　　  住宅取得支援補助金：新築  1,000千円×2件×1/2
        　　　　〃　　　　：中古購入500千円×2件×1/2　　改修350千円円×2件×1/2
        移住定住推進活動費補助金：明倫地区1,627,592円×1/2
　　　　　　　　　　　　　　　　：北谷地区1,204,000円×1/2
        移住定住促進空き家取得支援助成金:150千円×4件×1/2
        賃貸物件家財処分費助成金：200千円×2件×1/2
　　　  賃貸物件家賃等助成金：　　 50千円×3件×1/2

【その他】倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金　　 4,000千円

4,000

事業の目的・意図

　移住定住希望者に対し、住宅の取得を支援する交付金等の交付や移住者がスムーズに地域へ入っていけるよう
地域住民との交流を促進するための活動支援など、移住定住の促進を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

○倉吉市移住定住者住宅取得支援補助金　　　　4,050千円
　　移住者の住宅の新築または購入及び改修に係る経費を支援する
　　補助額　①新築住宅の建築費用の 5％（２人以上での移住で上限100万円、単身移住上限50万円）
　　　　　　②中古住宅を購入費用の 5％（上限50万円）
　　　　　　③中古住宅の改修費用の10％（上限35万円）
　　　　　　④店舗兼住宅の店舗改修費用（上限35万円）

○移住定住推進活動費補助金　　　　　　　　　2,832千円
　　明倫地区及び北谷地区において移住定住推進に取り組む民間団体の支援

○倉吉市定住希望者受け入れ支援事業交付金　　　100千円
　　地域行事への参加、交流会

○倉吉市移住定住促進空き家取得事業支援助成金　600千円
　　空き家バンク物件の購入に係る助成
　　補助金　150千円×４件＝600千円
　
○賃貸物件家財処分費助成金　　　　　　　　　　400千円
　　空き家バンク登録（賃貸物件）に係る家財処分費
　　補助金　200千円×２件＝400千円

○賃貸物件家賃等助成金　　　　　　　　　　　　150千円
　　空き家バンク登録（賃貸物件）に係る家賃等の一部助成
　　補助金　50千円×３件＝150千円

地域づくり支援課
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担 当 課 施 策

事 業 名 43

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

28,915 404

【県】県移住定住推進交付金（1/2）1,000千円
　　　　専任相談員活動活動経費（報酬・社会保険料）4,003千円×1/2（上限1,000千円）
　　　県若者定住等による集落活性化総合対策事業補助金（補助率2/3)　6,664千円
　　　　移住者生活支援　　　2,500千円×２世帯×2/3
        移住者住宅取得支援　2,500千円×２世帯×2/3
　　　出会いの機会等創出事業費補助金（1/2）150千円
        結婚に向けた出会いの機会等創出事業補助金　300千円×1/2

【その他】倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金 9,000千円

事業の目的・意図

　交流人口、定住人口の増加を図るため、移住定住を希望する人が円滑に市内に定住できるように支援を行うも
の。専任相談員の配置、県外での相談会参加、婚活事業により移住・定住者の増加を目指す。

事業の概要（積算根拠　等）

○移住定住相談員（２名）　　4,003千円
　　ワンストップの相談窓口となる移住定住相談員の配置

○移住定住相談会への参加（旅費、負担金）　1,758千円
　　鳥取県主催相談会（大阪12回・東京２回）
　　団体主催相談会(大阪：ふるさと探し相談会・朝日ＵＩＪ相談会・ふるさと回帰フェア)計４回
　　移住カフェの県外開催１回（大阪）

○田舎暮らし体験ツアー（年間10回程度開催）　469千円

○【新規】出会い結び合い事業費補助金　　　　300千円
　地域住民が主体となって行う婚活事業の開催支援
　100千円×３団体＝300千円

○若者定住等による集落活性化総合対策事業補助金　　10,000千円
　生活支援（２世帯）　　　2,500千円×２世帯＝5,000千円
　住宅取得支援（２世帯）　2,500千円×２世帯＝5,000千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

17,218 7,814 9,000

地域づくり支援課 26 移住希望者へ魅力を伝え、あたたかく迎え入れる体制を進める

若者定住・IJUターン事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 43

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

13,196 8,169

事業の目的・意図

　集落支援員を配置し、集落巡回・集落点検を通して地域の現状や課題を把握する。
　地域の実情に応じた集落の維持・活性化策を検討し、集落支援策の取り組みを行う。

事業の概要（積算根拠　等）

集落支援員の配置（継続配置：上北条・灘手・社・小鴨地区）

集落支援員報酬、社会保険料　　7,719千円
　報酬（継続配置４名、12月）　6,647千円
　社会保険料（４名、12月）　　1,072千円

旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　　 105千円
　集落支援員研修（中山間研究センター）４人、２回

消耗品費（コピー用紙、封筒等）　　　　 　240千円
　
通信運搬費、コピー機使用料　　　　　　　 105千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

8,169

地域づくり支援課 23 地域における人と人の結びつきを強め、人が集い魅力ある地域をつくる

集落支援員活用事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 44

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

1,600 1,600

担 当 課 施 策

事 業 名 45

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 1 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 200

事業の目的・意図

倉吉商工会議所青年部の設立30周年記念事業として、本市の地域資源である「淀屋」をテーマに取り上げ、地元
の歴史を再発掘し、本市の魅力を市内外に発信し、誘客推進及び交流人口増加に繋げることを目的とした事業
（パネルディスカッション等）を計画されており、その開催経費を支援するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
倉吉・大阪淀屋歴史再発見事業費補助金　200千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

200

【その他】文化基金繰入金　2,000千円

観光交流課 21 文化・芸術活動を活性化し、文化の薫りに満ちたまちの魅力を創造する

文化芸術活動振興（倉吉・大阪淀屋歴史再発見事業費補助金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

倉吉未来中心のオープン１周年から毎年開催してきた「倉吉天女音楽祭」（総合プロデュース：MALTA）が第15
回の節目を迎えることから、「MALTA Hit&Run」のステージを設け、さらに多くの市民に、より質の高いコン
サート芸術の鑑賞機会を提供するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

倉吉天女音楽祭開催委託料　3,600千円

主な特定財源（名称、金額　等）

総務費 総務管理費 企画費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

3,600 2,000

観光交流課 21 文化・芸術活動を活性化し、文化の薫りに満ちたまちの魅力を創造する

文化芸術活動振興（第15回倉吉天女音楽祭） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 101

会計・予算科目 会計 一般 款 7 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 1,390

担 当 課 施 策

事 業 名 100

会計・予算科目 会計 一般 款 7 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

3,640 1,985

観光交流課 ５ にぎわい創出と観光業による、まちの集客力を高める

若女将による関金温泉街活性化事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

商工費 商工費 観光費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

1,985

事業の目的・意図

地域おこし協力隊（総務省制度）を活用し、関金温泉若女将による関金の特産品及び地域資源の発掘や活用に係
る活動、定住に向けた起業を行うことで関金温泉の活性化を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

○【新規】地域おこし協力隊起業支援補助金　1,000千円
本年6月に3年の任期を迎える地域おこし協力隊の生活支援、就業支援をするため、地元特産品の販路拡大や商品
開発、地方と都会を繋ぐ販売・交流モデルの構築等の定住に向けた起業活動を支援するもの

○報酬　 　           443千円（3ヵ月）
○共済費　 　          72千円
○旅費　  　          145千円（観光・特産品PR）
○需用費　　           82千円
・消耗品費　　         30千円
・燃料費　　           32千円（公用車ガソリン代）
・修繕料　　           20千円（公用車修繕料）
○使用料及び賃借料　　243千円
・自動車借上料　　    123千円
・宿舎借上料　　      120千円（40,000円×３月）

主な特定財源（名称、金額　等）

観光交流課 ５ にぎわい創出と観光業による、まちの集客力を高める

観光一般（観光音声ガイドサービス委託料） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　観光客へＧＰＳを利用した音声ガイドシステムを貸し出し、各施設の解説などを提供する。急増する観光ガイ
ド需要への対応と多言語に入力することで増加する外国人旅行客へ対応するため。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　観光音声ガイドサービス委託料　　　　1,390千円
　　観光音声ガイドサービス利用登録料　　200千円
　　コンテンツ制作ツール運用料　　　　　120千円（月額10千円×12ヶ月）
　　端末サービス利用料　　　　　　　　　360千円（1回200円×5回×30日×12ヶ月）
　　講習料金　　　　　　　　　　　　　　150千円（50千円×3回）
　　音声ガイド端末　　　　　　　　　　　560千円（20個）

主な特定財源（名称、金額　等）

商工費 商工費 観光費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

1,390
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担 当 課 施 策

事 業 名 100

会計・予算科目 会計 一般 款 7 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

2,821 3,757

担 当 課 施 策

事 業 名 101

会計・予算科目 会計 一般 款 7 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 8,000

主な特定財源（名称、金額　等）

【県】まんが王国とっとり国家戦略プロジェクト推進補助金　8,000千円

○普通旅費　　　386千円（ワンダーフェスティバル参加(千葉)）

○需用費　　　　214千円
　・印刷製本費　114千円（大原刀匠安綱紹介パンフレット10,000部）
　・修繕料　　　100千円（大原刀匠安綱紹介看板修繕）

○委託料　　 15,400千円（ポップカルチャーによる観光客等誘致業務委託）

観光交流課 ５ にぎわい創出と観光業による、まちの集客力を高める

ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

商工費 商工費 観光費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

16,000 8,000

観光交流課 ５ にぎわい創出と観光業による、まちの集客力を高める

地域おこし協力隊による関金活性化事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

商工費 商工費 観光費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債

事業の目的・意図

地域おこし協力隊（総務省制度）を活用し、旧老舗旅館の活用と平成29年迎える開湯1300年に向けた事業展開に
参画することにより、関金温泉の活性化を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

○報酬　　1,770千円（12ヵ月）
○共済費　　286千円
○旅費　　　251千円（関金温泉開湯1300年PR、セミナー 等）
○需用費　　509千円
・消耗品費　356千円（イベント用）
・燃料費　　144千円（公用車ガソリン代）
・印刷製本費　9千円
○役務費　　183千円（通信運搬費：携帯電話、サーバーレンタル料等）
○使用料及び賃借料　　753千円
・自動車借上料　　　　182千円
・宿舎借上料　　　　　480千円（12ヵ月）
・コンピューターソフト使用料　　91千円
○会議等参加負担金　　　5千円

主な特定財源（名称、金額　等）

その他

3,757

事業の目的・意図

ポップカルチャーを活用した観光客誘致を行うことで、本市の知名度及び交流人口の拡大を目指す。

事業の概要（積算根拠　等）
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担 当 課 施 策

事 業 名 58

会計・予算科目 会計 一般 款 3 項 1 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 2,263 1,133

担 当 課 施 策

事 業 名 66

会計・予算科目 会計 一般 款 3 項 1 目 9

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

99,408 89,571 0

福祉課 12 社会保障制度を適正に運用する

臨時福祉給付金 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

【県】生活困窮者就労準備事業費補助金　3,396千円✕2/3　≒　2,263千円

民生費 社会福祉費 社会福祉総務費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

3,396

福祉課 12 社会保障制度を適正に運用する

民生費 社会福祉費 臨時福祉給付費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

89,571

事業の目的・意図

　生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図るため、特に複合的な課題から就労に向けての準備が整って
いない生活困窮者に対して、個々の適性に応じた基礎能力の形成や就労体験等による就労に向けた支援を行うも
の。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
◯就労準備支援事業　委託料　3,396千円
　就労に向けての準備が整っていない生活困窮者に対して、就業訓練や就労支援、離職防止までを一貫して支援
するもの。

  １　ボランティア活動体験事業
　　　  ボランティア活動等の体験機会を定期的に提供。活動参加を通じて就労に必要な仲間意識、達成感を
　  　醸成するとともに、就労に必要な基礎能力を身につけさせて社会参加意欲を高めていく。
  ２　中間的就労支援事業
　　　  セミナー開催、履歴書、面接等の指導や職業訓練等の就労体験を通じて就業能力を高めるとともに、
　　  個別の就労支援もあわせて行う。

主な特定財源（名称、金額　等）

主な特定財源（名称、金額　等）

【国】臨時福祉給付費補助金（10/10）　89,571千円

事業の目的・意図
  平成26～27年度と同様に、低所得者に対し、消費税引上げによる影響を緩和するため、簡素な給付措置を実施
するもの。また、「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者を支援するた
め、簡素な給付措置対象者のうち、障害基礎年金又は遺族基礎年金を受給している者に向けた加算給付を行うも
の。
事業の概要（積算根拠　等）

<低所得の障害・遺族基礎年金受給者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金>
・支給対象者　平成28年度簡素な給付措置の支給対象者のうち、障害・遺族基礎年金を受給している者
・支給金額　　1人につき3万円
<簡素な給付措置(臨時福祉給付金)>
・支給対象者　市民税(均等割)が課税されていない者(市民税課税者の扶養親族、生活保護の被保護者を除く）
・支給金額　　1人につき3千円

<算出根拠>
　事務賃金・社会保険料　          　　9,998千円
　システム改修委託料　 　　      　　 9,072千円
　臨時福祉給付金(簡素な給付措置）　　 3,000円×12,000人=36,000千円
　低所得障害・遺族基礎年金受給者給付金  30,000円×850人=25,500千円

生活困窮者自立支援（就労準備支援事業） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 68

会計・予算科目 会計 一般 款 3 項 2 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

290,742 100,212 200,661

事業の目的・意図

　離婚等により父又は母と生計を同じくしていない児童（18歳の年度末まで。ただし、支給要件に該当する障が
いがある場合は、20歳未満まで。）が育成される家庭の生活の安定と自立の促進に寄与するため、児童を育成す
る母又は父又は養育者に児童扶養手当を支給するもの。
 経済的に厳しい状況に置かれたひとり親家庭や多子世帯が増加傾向にあり、生活の安定と自立の促進のため、
平成28年８月分からの第２子、第３子以降加算額を拡充するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【手当月額】　全部支給      ：42,000円
　　　　 　 　一部支給      ：41,990円～9,910円までの10円刻みの額
              ２子加算      ：5,000円（平成28年8月分から拡充見込 10,000円）
              ３子以降加算  ：児童１人につき3,000円（平成28年8月分から拡充見込 6,000円）
【支払月】　　４月・８月・１２月

○扶助費　　300,636千円　＜内訳＞全部支給        ：42,000円×340人×12月＝171,360千円
　　　　　　　　　　　　　 　　　一部支給（平均）：30,310円×300人×12月＝109,116千円
　　　　　　　　　　　　 　     　　　　　2子加算： 5,000円×210人× 8月＝  8,400千円
                                                   10,000円×210人× 4月＝  8,400千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3子以降加算： 3,000円× 70人× 8月＝  1,680千円
                                                    6,000円× 70人× 4月＝  1,680千円

主な特定財源（名称、金額　等）

民生費 児童福祉費 児童福祉総務費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

301,287 414

子ども家庭課 ７ 子育て世代の負担軽減など、安心した子育て環境を提供する

児童扶養手当 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

【国】児童扶養手当負担金　（対象経費）扶助費　300,636千円×1/3＝100,212千円
【その他】児童扶養手当返還金　　414千円
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担 当 課 施 策

事 業 名 69

会計・予算科目 会計 一般 款 3 項 2 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

1,746,222 525,974 612,362

【国】保育所運営費負担金　508,854千円、保育対策総合支援事業費補助金　3,147千円
　　　子ども・子育て支援交付金　13,973千円

【県】保育所運営費負担金　254,426千円
      子ども・子育て支援交付金　　　　　　13,973千円
　　　第３子以降保育料無償化事業費補助金  48,454千円
　　　多子及び低所得者世帯保育料軽減事業費補助金（拡充分） 8,231千円

【その他】保育料　184,035千円
　　　　　倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金50,000千円、若者の定住化促進基金繰入金30,000千円

事業の目的・意図

保護者が就労や病気などで、家庭において十分に保育することができない児童を、家庭の保護者にかわって保育
するため、公立保育園の運営及び私立保育園への委託、認定こども園へ施設型給付を行うもの
(公立保育園:10園、私立保育園:12園、認定こども園：4園)
◯国は段階的な幼児教育（保育料）無償化の実施により、平成２８年度は低所得者の多子世帯及びひとり親世帯
等の負担軽減を拡充することになった。また、市と県が独自に実施している保育料軽減制度のさらなる拡充を実
施するもの。
◯フルタイム勤務が可能な保育士の確保のため、保育士の処遇改善（担任加算の増額、経験年数加算の導入）を
実施し、臨時職員の賃金の引き上げを行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

○保育料軽減制度の拡充
【国】　　・多子世帯（年収360万円未満の世帯）
　　　　　　　第２子半額、第３子以降無償
  　　　　・ひとり親世帯等（年収360万円未満かつ複数園児の同時在園）
   　　　　　 １人目半額、２人目以降無償
【市・県】・低所得世帯（年収360万円未満かつ複数園児の同時在園）
　　　　　　　２人目以降無償

○保育士確保対策
 　 保育士の処遇改善（臨時保育士事務賃金）　136,272千円
　　クラス担任　【月額】10,000円加算(H27年度 7,800円/月）
　　経験年数加算【月額】勤務年数に応じて2,000円～10,000円加算

主な特定財源（名称、金額　等）

民生費 児童福祉費 保育所費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

1,797,892 379,640 279,916

保育所運営 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

子ども家庭課 ７ 子育て世代の負担軽減など、安心した子育て環境を提供する
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担 当 課 施 策

事 業 名 63

会計・予算科目 会計 一般 款 3 項 1 目 5

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

303,736 156,698

担 当 課 施 策

事 業 名 63

会計・予算科目 会計 一般 款 3 項 1 目 4

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 0

主な特定財源（名称、金額　等）

【県】・特別医療費補助金（補助基本額×補助率1/2） 計(①～⑥)133,535千円
      　①身障　51,981千円　②知的　 　 5,430千円 ③精神　 2,378千円
　　　　④特定疾病 192千円　⑤ひとり親 13,933千円 ⑥小児　59,621千円
　　　・事務費補助金　9,715千円×1/2≒4,857千円
【その他】・雑入　高額医療返納金　31,079千円

事業の目的・意図

　障がいのある方（身体・知的・精神）、特定疾病患者、18歳までの子ども(※)、ひとり親家庭について、健康
の保持及び生活の安定をはかるため、医療費の助成を行うもの。
　※平成28年４月に「中学校卒業まで」から「18歳の年度末まで」に対象が拡大される。

事業の概要（積算根拠　等）

【新】特別医療費助成新システム導入委託料　9,720千円
　　　新システムデータ移行手数料　　　　　2,916千円　ほか

・特別医療扶助費【県補助対象】

　　①重度身体障がい　　131,837千円

　　②重度知的障がい　　 11,361千円

　　③重度精神障がい　　　5,537千円

　　④特定疾病　　　　　　　385千円

　　⑤ひとり親家庭　　 　28,990千円

　　⑥小児　　　　　　　120,048千円

　　　　計(①～⑥)　 　 298,158千円

・審査支払手数料【県補助対象】

　　国保連　　　　　　 　3,626千円

　　支払基金 　　　　　　6,089千円

　　　　計　　　　　　   9,715千円

・特別医療扶助費【市単独】

　　①身体障がい(重度以外)　　1,956千円

　　②知的障がい(重度以外)　　1,223千円

　　③精神障がい(通院)　　　　1,579千円

　　　　　計(①～③)　　　　　4,758千円

【県】地域医療介護総合確保基金事業費補助金　43,178千円 （補助率10/10）

民生費 社会福祉費 老人福祉費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

43,178 43,178

長寿社会課 10 退職後からの活躍による地域の担い手と活力をつくる

老人福祉一般（地域医療介護総合確保基金事業） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

民生費 社会福祉費 医療助成費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

326,169 138,392 31,079

医療保険課 ７ 子育て世代の負担軽減など、安心した子育て環境を提供する

特別医療 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

団塊の世代が75歳を迎える平成37年に向け、第６期倉吉市高齢者福祉・介護保険事業計画に基づく、地域密着型
サービスの施設整備（認知症高齢者グループホーム）を行い、サービス基盤の確保及び拠点整備の充実を図ると
ともに、高齢者ができるだけ長く地域で暮らしていける環境づくりを目指す。

事業の概要（積算根拠　等）

認知症高齢者グループホームとは、認知症高齢者が共同生活をする住宅で、食事・入浴などの介護や支援、機能
訓練が受けられるもの。

 〇地域医療介護総合確保基金事業費補助金
（開設準備費）
・認知症高齢者グループホーム　　　　    　  621千円 × 18人 ＝ 11,178千円
（施設整備費）
・認知症高齢者グループホーム　　　　　 32,000千円 × １施設 ＝ 32,000千円

 ※公募による事業者の指定を行う

主な特定財源（名称、金額　等）
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担 当 課 施 策

事 業 名 76

会計・予算科目 会計 一般 款 4 項 1 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 1,693 195

担 当 課 施 策

事 業 名 80

会計・予算科目 会計 一般 款 4 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 100

保健センター 7 子育て世代の負担軽減など、安心した子育て環境を提供する

妊娠・出産包括支援事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

【その他】倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金　1,400千円

事業の目的・意図

　乳幼児期にかかると重症になりやすいロタウイルスによる胃腸炎を予防する。
　感染して重症化するのは、2歳未満など低年齢の子どもに多く、ワクチン接種により、重症化を90％程度予防
でき、その効果は2歳頃まで続くといわれている。
　現在の任意接種では、費用は全額自己負担で、高額となっているため、費用を助成することにより、子育て世
帯の負担を軽減する。

事業の概要（積算根拠　等）

任意接種であるロタウイルスワクチン接種費用の一部を助成するもの。ワクチンは2種類あり、接種回数、1回あ
たりの接種料金が異なる。ワクチンの種類は選択できる。希望者に助成券を発行する。

【新規】
　扶助費　ロタウイルスワクチン助成費　　1,500千円
　　　　　ロタリックス（生後6～24週の間に2回接種）　6,500円×2回×60人＝780,000円
　　　　　ロタテック　（生後6～32週の間に3回接種）　4,000円×3回×60人＝720,000円

主な特定財源（名称、金額　等）

衛生費 保健衛生費 予防費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

1,500 1,400

保健センター ７ 子育て世代の負担軽減など、安心した子育て環境を提供する

個別予防接種（ロタウイルスワクチン助成） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

5,081 1,693 1,500

事業の目的・意図

　倉吉市未来いきいき総合戦略の取り組みとして、妊娠期から出産後までの、心身ともに不安定になりがちな妊
産婦を総合的に支援することで、育児不安の早期解消を図り、児童虐待等の未然防止を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

保健師等の専門職が妊産婦等の状況を把握し、関係機関と連携して支援プランを作成し、個々に応じたきめ細か
い支援を行う。

【新規】
産前・産後サポート事業（保健師等による相談支援、個別訪問）
・報酬・共済費（非常勤嘱託職員）　4,404千円
・旅費（費用弁償）　　　10千円
・需用費（消耗品費・印刷製本費）　 　71千円
・役務費（通信運搬費） 10千円
・使用料及び賃借料（公用車リース）　216千円
・備品購入費　　　　　370千円

主な特定財源（名称、金額　等）

【国】子ども子育て支援交付金　　5,081千円×1/3＝1,693千円
【県】子ども子育て支援交付金　　5,081千円×1/3＝1,693千円
【その他】倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金　　　1,500千円
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担 当 課 施 策

事 業 名 81

会計・予算科目 会計 一般 款 4 項 1 目 5

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 2,280

担 当 課 施 策

事 業 名 81

会計・予算科目 会計 一般 款 4 項 1 目 5

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 360

事業の目的・意図

　本市では、一生、自分の歯で噛むことが出来るよう、口腔機能を維持・向上する取組みを実施している。特
に、歯周病を予防するため40・50・60歳を対象に歯周疾患検診に取り組んでいるが、高齢期における口腔機能の
低下や誤嚥性肺炎の予防のため、新たに、70歳を対象に加えるもの。

事業の概要（積算根拠　等）

　委託料（医療機関）　360千円
　　単　　価：2,400円
　　対象者数：40・50・60・70歳　2,400人
　　受診率　：6％
　　　　2,400人×6％≒150人
　　　　150人×2,400円＝360,000円

主な特定財源（名称、金額　等）

衛生費 保健衛生費 健康増進費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

360

保健センター 13 一人ひとりのライフサイクルに応じた健康づくりを進める

健康診査（歯周疾患検診） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　本市の死亡原因の第一位であるがんの対策として、重症化する前の早期発見、早期治療が重要であり、一人で
も多くの市民に健診を受診してもらうため、生活保護受給者に対する自己負担金の無料化を行い受診機会の拡大
を図るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

生活保護受給者について、がん検診（胃・肺・大腸・子宮・乳・前立腺）を無料で実施する。

　委託料　　がん検診委託料　 2,280千円
　　 （内訳）胃がん    :10,290円×86人＝884,890円
　　　  　　 肺がん    : 5,080円×86人＝436,880円
　　　　  　 大腸がん  : 2,060円×86人＝177,160円
　　　　　   子宮がん  : 8,110円×50人＝405,500円
　　　　　   乳がん    :視触診2,430円×44人＝106,920円
          　  　        マンモグラフィー（40～49歳）4,560円×6人＝27,360円
　　　　　　　  　　　    　　〃　　　　（50歳以上）4,250円×38人＝161,500円
      　　   前立腺がん：2,270円×35人＝79,450円

主な特定財源（名称、金額　等）

衛生費 保健衛生費 健康増進費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

2,280

保健センター 13 一人ひとりのライフサイクルに応じた健康づくりを進める

がん検診（生活保護受給者無料化） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 89

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

3,293 3,758

担 当 課 施 策

事 業 名 87

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 461

就農条件整備事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　「鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律（鳥獣被害防止特措法）」に基づ
く市町村被害防止計画による捕獲、防護柵の設置等の被害防止対策を総合的に実施するための「有害鳥獣被害対
策実施隊」を設置するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　有害鳥獣被害対策実施隊の設置
　　捕獲確認、被害相談、止めさし等
　　・非常勤職員報酬　　6,800円／日×60人役＝408千円
　　・消耗品費　　　　　実施隊腕章　980円×50個×1.08＝53千円

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業費 農業費 農業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

461

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

鳥獣被害総合対策事業（有害鳥獣被害対策実施隊） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

農林水産業費 農業費 農業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

11,273 7,515

主な特定財源（名称、金額　等）

【県】就農条件整備事業費補助金（1/3）　7,515千円

事業の目的・意図

　認定新規就農者等が就農時から３年以内に新たに必要な機械及び施設を自ら整備する事業に対する補助を行う
ことにより、就農初期の経営基盤整備の負担軽減を図るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

就農条件整備事業費補助金（県：1/3、市：1/6、事業主体：1/2）
　事業費　22,546千円×1/2＝11,273千円
　

　対象者　　9名
　
　対象となる主な機械・施設
　　コンバイン、貯水槽及び灌水施設（果樹）、ショベルローダー、ネギ根葉切り機、運搬車、
　　チッパー、動力噴霧器　等

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する
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担 当 課 施 策

事 業 名 89

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

2,029 4,985

担 当 課 施 策

事 業 名 88

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 420

【新規】
　篤農家による技術指導報償金
　篤農家（指導農業士）７名×5,000円／月×12ヶ月＝420千円

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業費 農業費 農業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

420

主な特定財源（名称、金額　等）

【県】がんばる農家プラン事業費補助金　13,726千円
　　　　①7,352千円×1/3＝2,450千円
　　　　②1,552千円×1/2＝776千円
　　　　③補助上限により、10,500千円

事業の目的・意図

就農初期の技術向上を図るため、認定新規就農者に対して技術指導等を行う篤農家に報償金を交付するもの。
※篤農家･･･卓越した農業技術を有する農業者

事業の概要（積算根拠　等）

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

認定就農者総合支援対策事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

農林水産業費 農業費 農業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

18,711 13,726

事業の目的・意図

　やる気のある農業者等が作成した、生産、流通等に関する計画（がんばる農家プラン）を県が認定し、プラン
の実現に必要な支援を県と市が行うことにより元気な農業者を育成するとともに地域農業の振興を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

がんばる農家プラン事業費補助金（県1/3・市1/6※農の雇用事業関連による県費上乗せの場合は、県1/2）
　①後継者育成と新規雇用による規模拡大プラン（県1/3・市1/6）
　　・コンバイン１台　　　7,352千円
　　　　補助金　7,352千円×1/2＝3,676千円
　
　②未来の安定経営のために　西瓜農家のモデルになるぞ（県1/2・市1/6※県費上乗せ）
　　・作業用ハウス１棟　　　603千円
　　・フロントローダー１台　569千円
　　・新中型支柱600本　　　 380千円
　　　　補助金　1,552千円×2/3＝1,035千円
　
　③集落営農法人の活動拠点整備による次世代につなぐ地域農業の活性化プラン（県1/2・市1/6※県費上乗せ）
　　・農機具保管庫等整備工事１式　24,780千円
　　　　補助金　補助上限により、14,000千円（県費上限＝10,500千円、市費上限＝3,500千円）

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

がんばる農家プラン事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 88

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

1,040 31

担 当 課 施 策

事 業 名 90

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 1,152

【県】鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業費補助金（県1/2）
　　　　事業費：66,912千円　×　1/2　＝　33,456千円
【その他】地域産業振興基金繰入金　10,000千円

事業の目的・意図

　県が開発した鳥取型低コストハウスの導入を推進し、高収益な野菜・花き等のハウス栽培品目の生産振興を図
ることにより、強い園芸産地づくりを推進する。

事業の概要（積算根拠　等）

鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業費補助金（県1/2・市1/6）
　事業費の算定方法
　　①単棟面積240㎡未満…導入面積：360㎡（3棟）×㎡単価：7,800円＝2,808千円
　　②単棟面積240㎡以上300㎡未満…導入面積：7,560㎡（28棟）×㎡単価：7,400円＝55,944千円
　　③単棟面積300㎡以上…導入面積：1,200㎡（4棟）×㎡単価：6,800円＝8,160千円
　　合計（①＋②＋③）…66,912千円

〔事業費・補助金〕
・事業費　　　：66,912千円
・補助金　　　：66,912千円　×　2/3（県1/2・市1/6）　＝　44,608千円

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業 農業費 農業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

44,608 33,456

主な特定財源（名称、金額　等）

【県】薬用作物等生産振興対策事業費補助金　1,030千円［県1/2］
【その他】地域産業振興基金繰入金　1,000千円

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

1,000

事業の目的・意図

　漢方製剤・生薬の原料となる薬用作物の国内産地を目指し、地域の条件にあった栽培技術等の 適化を図るた
め、実証ほを設置し、耕作放棄地の活用や中山間地域の活性化に繋げる。

事業の概要（積算根拠　等）

　候補となる薬用作物を選定する上で複数品目の実証ほ設置に要する経費及び必要とされる技術指導、成果物の
検査等に要する経費
　・記帳手当　　　　　　　　　　100千円
　・技術指導員旅費　　　　　　　493千円
　・資材購入費など　            504千円
　・生産物の分析検査手数料など　934千円
　・実証ほ借上料　               30千円

　実証中の作物：カラスビシャク（ハンゲ）
　　　　　効果：鎮静、咳止め

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

薬用作物等生産振興対策事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

農林水産業 農業費 農業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

2,061 1,030

10,000
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担 当 課 施 策

事 業 名 90

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 600

担 当 課 施 策

事 業 名 89

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 900

事業の目的・意図

　これまで手伝い程度の農業従事で定年、早期退職等を迎えた人（以下「定年帰農者等」という。）のうち、本
格的に農業を始める意思のある定年帰農者等を新たな担い手としてとらえ、農業技術習得や就農初期にかかる経
費の負担軽減を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

　国及び県の新規就農者に対する支援制度の要件を満たさない定年帰農者等に対し、農業技術習得や就農初期に
かかる経費について、一人あたり300千円を上限に支援する

【新規】
　定年帰農者等支援事業費補助金　300千円／人×３人＝900千円

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業費 農業費 農業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

900

【県】園芸産地活力増進事業費補助金
　　　　発展・成長タイプ　3,600千円×1/3＝1,200千円

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

定年帰農者等支援事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　農作業用共同機械や、簡易な出荷調製機械の導入、集出荷施設の改良等の取組を支援することにより、鳥取県
農業の強みの一つである野菜や花き等の園芸品目の振興を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

園芸産地活力増進事業費補助金　発展・成長タイプ（県1/3・市1/6）
・野菜苗定植機３台　3,600千円
　　補助金　3,600千円×1/2＝1,800千円

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業 農業費 農業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

1,800 1,200

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

園芸産地活力増進事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 90

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 4

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

1,526 2,354

事業の目的・意図

　本市の畜産振興及び畜産農家の経営の維持・発展を図るため、繁殖等に係る費用について助成を行う。

事業の概要（積算根拠　等）

○肉用牛肥育経営安定対策事業費補助金
　肉用牛枝肉価格低落等による所得低下時に補填金を支出する基金に積み立てている額の生産者負担の10％を補
助
　・肉用種：10,000円×10％×190頭＝190千円
　・交雑種：25,000円×10％×190頭＝475千円
　・乳用種：17,000円×10％× 40頭＝ 68千円

○養豚経営安定対策事業費補助金
　豚肉価格低落等による所得低下時に補填金を支出する基金に積み立てている額の生産者負担の10％を補助
　　500円×10％×5,000頭＝250千円

○養豚疾病予防対策事業費補助金
　従来の豚サーコウイルスワクチンから新開発された豚マイコプラズマ・サーコウイルス混合ワクチンへの切り
替えを推進するにあたり、価格の上昇が推進の弊害となるため、差額の一部を助成
　　従来：16,500円　　新開発：25,000円　　差額：8,500円
　　8,500円×80本（4,000頭分）×1/3≒226千円

○【新規】肉用牛繁殖空胎防除対策事業費補助金
　母牛の空胎期間を短縮し繁殖性を高めるため、「妊娠鑑定」を行う場合に助成を行う
　　2,000円×300頭×1/4＝150千円

○【新規】優良乳用牛造成支援事業費補助金
　乳用牛の泌乳、種々の耐性を中心とする遺伝的な改良をすすめるため、能力の高い乳用種種雄牛の性判別精
液、通常精液（高品質）を利用拡大していく費用の助成。また、和牛ＥＴ受精卵を活用することで酪農家の所得
増を図る。
　・性判別精液：6,500円×60本×1/2＝195千円
　・通常精液（高品質）：5,000円×240本×1/2＝600千円
　・和牛ET受精卵：20,000円×20本×1/2＝200千円

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業費 農業費 畜産業費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

2,354

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

畜産振興対策事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 91

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 4

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 8,331

【県】鳥取和牛振興総合対策事業費補助金　23,248千円

事業の目的・意図

　高能力種雄牛の誕生を機に和牛増頭の気運は盛り上がっているが、 近の和子牛価格は高騰を続けており増頭

に対する投資を阻害している状況となっている。将来の和牛生産を担う中核的な畜産農家及び集団で和牛繁殖雌

牛の増頭に取り組む小規模農家の育成強化を図るため、和牛繁殖雌牛の増頭にかかる経費の支援を行うもの。

　また、新規参入者の経営開始に必要な和牛繁殖雌牛の購入に要する経費の支援を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

鳥取和牛振興総合対策
　新規参入支援
　　補助率：県1/2、市1/6
　　924千円　×　9頭　×　2/3　＝　5,544千円
　担い手の増頭に対する緊急支援
　　補助率：県1/2、市1/6
　　31,200千円　×　2/3　＝　20,800千円
　担い手施設整備支援
　　補助率：県1/3、市1/6
　　10,470千円　×　1/2　＝　5,235千円

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業費 農業費 畜産業費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

31,579 23,248

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する

鳥取和牛振興総合対策事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 91

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 1 目 5

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

84,323 25,104

【県】　　しっかり守る農林基盤交付金　 5,500千円

　　　　　農業基盤整備促進事業補助金　 7,841千円

　　　　　団体営農業水利施設保全合理化事業費補助金　19,750千円

      　　農地耕作条件改善事業補助金　 4,690千円

     　　 ため池防災減災対策推進事業費補助金　1,600千円

【地方債】土地改良事業債　28,600千円

【その他】地元負担金　     8,912千円

事業の目的・意図

　農地の保全及び農業経営の発展のために、農業用施設の適正な維持管理を図るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

・農業用施設補修用機械借上　 5,500千円

・農業用施設補修用資材支給　6,500千円

・県営事業負担金　35,778千円

　久米ヶ原（送水管布設）、羽合堰（頭首工改修）、福山大口（頭首工改修）、天神野（ため池改修）、

　東谷（ため池改修）、般若・般若区有（ため池ハザードマップ作成等）

・団体営農業水利施設保全合理化事業　30,000千円

　　天神野（大鳥居地区除塵機設置工事、堀地区除塵機測量設計）

・農業基盤整備促進事業　11,330千円

　　黒見（用排水路整備）、堀野田原（用排水路測量設計）

・農地耕作条件改善事業　7,000千円

　　不入岡（樋門修繕）

・ため池防災減災対策推進事業　1,600千円

　　桜・観ノ目（ため池ハザードマップ作成）

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業費 農業費 農地費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

101,997 39,381 28,600 8,912

農林課 ３ ものづくり産業の競争力を高めるための環境を整える

土地改良 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 94

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 2 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

5,500 0

担 当 課 施 策

事 業 名 95

会計・予算科目 会計 一般 款 6 項 2 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 97

【県】鳥取茸王緊急生産拡大事業費補助金
　　　　・原木支援、種菌　　　450千円×2/3=　300千円
　　　　・ハウス、散水施設　5,680千円×1/2=2,840千円　　計　3,140千円
【その他】地域産業振興基金繰入金　1,000千円

事業の目的・意図

復活した「鳥取茸王」を、原木しいたけ115号のトップブランドとして出荷量を増加させるため、緊急的に生産
者の施設整備等に係る費用を支援し、生産量の確保を図るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
ハウス栽培で「鳥取茸王」の生産を希望する者を対象に、管理できる規模である原木(500本）、種菌（25千
個）、ハウス（１棟）をセットとして、その整備費を補助するもの。

　　「鳥取茸王」緊急生産拡大事業費補助金
　　　・原木支援、種菌事業費(県2/3、市1/3）
　　　・ハウス、散水施設事業費（県1/2、市1/6）
　　　　対象者　　2人
　　　　原木支援、種菌　　　225千円×2人＝　　 　450千円
　　　　ハウス、散水施設　2,840千円×2/3×2人≒3,787千円

主な特定財源（名称、金額　等）

農林水産業費 林業費 林業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

4,237 3,140 　 1,000

農林課 ２ 魅力と可能性を 大限に引き出し、80歳まで稼げる農林水産業を確立する。

きのこ王国鳥取推進事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

8,000 4,000

事業の目的・意図

　国庫補助業（治山事業及び急傾斜地崩壊対策事業）及び単県急傾斜地崩壊対策事業の対象とならない荒廃林
地・急傾斜地の小規模な崩壊に対して、周辺人家の安全を図るため復旧工事を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

　単県斜面崩壊復旧（県4/10、市4/10、地元2/10）
　・事業箇所：倉吉市福庭地内
　・事業概要：法面保護工　204.3㎡
　・復旧事業費：20,000千円

　【委託料】
　　・測量設計委託料　4,460千円
　【工事請負費】
　　・斜面崩壊復旧工事　15,540千円

主な特定財源（名称、金額　等）

【県】    単県斜面崩壊復旧事業費補助金　20,000千円　×　4/10　＝　8,000千円
【地方債】自然災害防止事業債（充当率100%）　8,000千円
【その他】単県斜面崩壊復旧事業費負担金　20,000千円　×　2/10　＝　4,000千円

農林課 33 水と緑の豊かな自然環境を守り、育てる

単県斜面崩壊復旧事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

農林水産業費 林業費 林業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

20,000 8,000
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担 当 課 施 策

事 業 名 99

会計・予算科目 会計 一般 款 7 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

249,224 126,782

担 当 課 施 策

事 業 名 99

会計・予算科目 会計 一般 款 7 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 0

【地方債】地域総合整備資金貸付事業債　　413,000千円

事業の目的・意図

地域振興に資する民間事業活動等を支援し、もって活力と魅力ある地域づくりの推進に寄与するため、地域総合
整備財団(ふるさと財団)の支援を得て民間事業者等の設備投資に係る無利子資金の貸付を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】地域総合整備資金貸付（ふるさと融資）　　　　　　　　 １件
　　　　工場設備整備事業貸付金額　　　　　　　　　　　413,000千円

主な特定財源（名称、金額　等）

商工費 商工費 商工業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

413,000 413,000

【その他】倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金　 30,000千円
【その他】若者の定住化促進基金繰入金　　 　 200,000千円
【その他】企業立地推進基金繰入金　　 　　　 100,000千円

商工課 ３ ものづくり産業の競争力を高めるための環境を整える

金融対策（地域総合整備資金貸付金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

企業立地促進事業を行う者に対し助成することにより市内における企業立地を促進し、地域経済の活性化及び雇
用機会の拡大を図るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

○企業立地促進補助金(7社) 　　　　　　432,831千円

○情報通信関連企業立地促進補助金(1社) 　7,826千円

○事務管理関連雇用事業補助金(3社)      16,125千円

主な特定財源（名称、金額　等）

商工費 商工費 商工業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

456,782 330,000

商工課 ３ ものづくり産業の競争力を高めるための環境を整える

企業誘致（企業立地推進補助金ほか） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 98

会計・予算科目 会計 一般 款 7 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

137,681 69,749

担 当 課 施 策

事 業 名 97

会計・予算科目 会計 一般 款 7 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 2,053

事業の目的・意図

雇用・就業施策と産業振興施策に一体的に取り組むため、就業情報（事業所の求人情報）と、就労意欲のある市
民（求職者）とのマッチングを図るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】雇用推進コーディネーターの配置
・雇用相談窓口の開設
　　商工課内に相談窓口を設置し、市民（求職者）から相談を受け、市内求人とのマッチングを図る
・新規雇用の開拓
　　ハローワーク求人情報に掲載されていない市内企業の求人を開拓する（市内事業所への訪問）

積算根拠
　　雇用推進コーディネーター
　　　報酬　　　　　1,762千円
　　　社会保険料　　　291千円

主な特定財源（名称、金額　等）

商工費 商工費 商工業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

2,053

商工課 ４ みんなが働きやすい安定した雇用基盤を整える

就職情報提供事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

市内企業の事業拡大（工場新設）に係る用地を確保することにより、雇用の創出、及び地域の活性化につなげ
る。

事業の概要（積算根拠　等）

○工事請負費　　　　　56,826千円
○発掘調査に係る経費　12,923千円

事業規模　文化財発掘調査、2期造成工事　6,122㎡

主な特定財源（名称、金額　等）

商工費 商工費 商工業振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

69,749

商工課 ３ ものづくり産業の競争力を高めるための環境を整える

大谷工業団地再整備事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 109

会計・予算科目 会計 一般 款 8 項 4 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

2,125 35,729

担 当 課 施 策

事 業 名 110

会計・予算科目 会計 一般 款 8 項 4 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

12,770 2,770 371

管理計画課 32 ゆとりと潤いにあふれた住環境を整える

公園施設長寿命化対策支援事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

【県】都市計画図作成業務補助金  27,479 千円 × 1/3 ＝ 9,159 千円

【その他】屋外広告物表示許可申請手数料　1,500 千円

土木費 都市計画費 都市計画総務費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

46,388 9,159 1,500

土木費 都市計画費 公園費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

5,541 2,400

事業の目的・意図

 自然と調和した快適空間の創造と総合的な土地利用の促進、良好な景観の形成を図る。
 都市計画審議会の開催（審議内容：都市計画・景観計画・屋外広告物）
 都市計画マスタープラン検討委員会の開催
 都市計画の基盤となる図面の更新（都市計画図　前回作成 平成17年度）

事業の概要（積算根拠　等）

 ・都市計画審議会委員報酬　　　　　　　          2千円×10人×3回＝ 60 千円
 
 ・【新規】都市計画マスタープラン検討委員報償金　2千円× 9人×2回＝ 36 千円
 ・【新規】都市計画マスタープラン作成委託料　　  4,000 千円
 
 ・【新規】都市計画図作成業務委託料　　　　　　 42,248 千円

主な特定財源（名称、金額　等）

主な特定財源（名称、金額　等）

【国】社会資本整備総合交付金（1/2）   （防災・安全交付金 [長寿命化対策]）
　　　　　　                 交付金対象事業費  5,541 千円 × 1/2 ＝ 2,770 千円
【地方債】公園整備事業債（充当率90％）         2,400 千円

事業の目的・意図

 　国の社会資本整備総合交付金の「公園施設長寿命化対策支援事業」を活用し、平成25年度に策定した倉吉市公
園施設長寿命化計画に基づき、公園施設の長期的かつ適正な維持管理 及びライフサイクルコストの縮減を目的と
して、打吹公園の魅力と来園者の利便性の向上 を図り、また公園利用者の安全性を確保するため打吹公園の整備
を行う。

事業の概要（積算根拠　等）

  【新規】
　打吹公園管理事務所改修　　 2,503 千円
　　 　[H28：実施設計、H29：建替え工事]

 【新規】
　都市公園屋外遊具取替       3,038 千円
　　　　　円谷公園：ジャングルジム
　　　　　千人破戸公園：すべり台、スプリング

管理計画課 33 水と緑の豊かな自然環境を守り、育てる

都市計画総務（景観） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 106

会計・予算科目 会計 一般 款 8 項 2 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

306,874 124,200 8,700

事業の目的・意図

車両通行の円滑化や歩行者の安全確保を図るため、市道の改良工事を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

社会資本整備総合交付金対象事業　207,000千円

・測量設計委託料　60,000千円
　　市道和田東町井手畑線、市道伊木９号線外

・道路改良工事　116,000千円
　　市道八屋福庭線（L≒200ｍ） 　市道大谷中央線（L≒220m）  市道西倉吉町北野線（L≒200ｍ）

・市道天神野福光線道路改良工事負担金（県施工）　   6,000千円

・（仮）市道小鴨福山線道路改良工事負担金（県施工）20,000千円

・用地取得費、物件移転補償費　5,000千円

主な特定財源（名称、金額　等）

土木費 道路橋梁費 道路新設改良費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

210,300 77,400

建設課 29 まちの骨格を形成する幹線道路網を整える

地方道路整備事業（地域活力基盤創造交付金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

【国】地域活力基盤創造交付金　124,200千円
　　　　交付金対象事業費 207,000千円×補助率6/10＝124,200千円
【地方債】地域活力基盤創造交付金事業債 77,400千円
　　　　（起債対象事業費 210,300千円－国庫124,200千円）×充当率90％≒77,400千円
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担 当 課 施 策

事 業 名 106

会計・予算科目 会計 一般 款 8 項 2 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

3,080 0

担 当 課 施 策

事 業 名 106

会計・予算科目 会計 一般 款 8 項 2 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

367,527 298,200 40,800

【国】安全安心生活空間整備交付金　298,200千円

　　　　交付金対象事業費　497,000千円×補助率6/10＝298,200千円

【地方債】安全安心生活空間整備交付金事業債　166,500千円

　　　　（起債対象事業費　450,000千円－起債対象国庫264,900千円）×充当率90％≒166,500千円

事業の目的・意図

車両通行の円滑化や歩行者の安全確保を図るため、通学路の安全対策、道路舗装、道路側溝整備、橋梁点検や橋
梁補修を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

社会資本整備総合交付金（防災安全）対象事業　497,000千円

・測量設計業務　　　93,000千円

　　通学路安全対策工事、橋梁補修工事、側溝整備工事等測量設計業務

・橋梁定期点検業務　50,000千円（起債対象外）

・市道陥没調査　　　 5,000千円（起債対象外）

・みどり町中央線外法面整備工事工損調査　500千円（起債対象外）

・工事請負費     　345,000千円

　　通学路安全対策工事、

　　橋梁補修工事（橋梁補修4橋）、

　　市道舗装工事、市道上井中央線側溝修繕工事、市道上井4号線側溝修繕工事

　　市道みどり町中央線外法面整備工事

・物件移転補償費　   3,500千円

主な特定財源（名称、金額　等）

土木費 道路橋梁費 道路新設改良費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

505,500 166,500

【地方債】緊急防災・減災事業債（充当率100％）　11,300千円

建設課 30 安全な暮らしを支える生活道路を整える

安全・安心生活空間の整備（社会資本整備総合交付金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

大規模災害の減災、防災対策として避難路の整備工事を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

・市道米田町富海線道路改良事業（測量設計、改良工事、用地費、補償費）　11,300千円

主な特定財源（名称、金額　等）

土木費 道路橋梁費 道路新設改良費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

11,300 11,300

建設課 36 災害に強いまちをつくる

一般道路新設改良（緊急防災・減災事業） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 112

会計・予算科目 会計 一般 款 8 項 5 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

629,319 206,854 3,441

【国】　  社会資本整備総合交付金　206,854千円

【地方債】公営住宅建設事業債

　　　　　（起債対象額412,786千円－国庫支出金206,854千円）×充当率100％≒205,900千円

事業の目的・意図

社会資本整備計画（地域住宅計画Ⅱ期)に基づき、市営大坪住宅建替事業として大坪住宅敷地内に66戸の市営住
宅を建設する。

事業の概要（積算根拠　等）

大坪住宅建替工事　第Ⅱ期工事
　○設計業務委託料
　＝建設＝
　（木造）平屋建3DK 2棟4戸、平屋建2DK 2棟4戸、平屋建2K 2棟4戸　10,229千円
　＝解体＝
　　金谷Ａ19戸、金谷Ｂ20戸、滝川22戸　1,844千円
　○監理委託料
　＝建設＝
　（ＲＣ）Ｂ棟4階建24戸　　8,753千円
　○整備工事
　（ＲＣ）Ｂ棟4階建24戸　391,988千円
　○補償金（移転料）　　　　 894千円

主な特定財源（名称、金額　等）

土木費 住宅費 住宅建設費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

416,195 205,900

建築住宅課 ３２ ゆとりと潤いにあふれた住環境を整える

地域住宅交付金事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 119

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 2 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 25,533 30,809

担 当 課 施 策

事 業 名 119

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 2 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 1,680

事業の目的・意図

河北小学校の学習教育環境の向上を図るため、ワークスペースと教室間の可動式間仕切壁を防音性能のある固定
式間仕切壁に改修するもの

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　河北小学校間仕切改修実施設計業務　1,680千円
　
　　　　工事の概要
　　　　　概算工事費　　60,000千円
　　　　　工事実施予定　平成29年度夏休み

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 小学校費 学校管理費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

1,680

【国】　　学校施設整備環境改善交付金　25,533千円
【地方債】学校施設設備事業債　　　　　30,000千円

教育総務課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

小学校運営（総務）（河北小学校間仕切改修設計業務） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

関金小学校と山守小学校の統合により開校する新「関金小学校」の学習教育環境の整備を行うもの

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】関金小学校改修
　　　　・改修工事　81,200千円
　　　　・監理業務　 2,642千円
　　　　・修繕工事   2,500千円

○教室の防音に配慮して、可動式間仕切を固定間仕切へ変更
○夏季に高温となる3階教室へのエアコン設置
○トイレ設備の改善(洋式便器等への変更)
○傷みの激しい水廻りや出入口の床材取替えなど

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 小学校費 学校管理費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

86,342 30,000

教育総務課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

小学校運営（総務）（関金小学校改修工事） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 121

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 2 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

320,495 8,159

担 当 課 施 策

事 業 名 121

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 2 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

17,014 32,183 22,446

教育総務課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

成徳小学校耐震補強事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

主な特定財源（名称、金額　等）

【地方債】　緊急防災・減災事業債　　　　43,800千円
【その他】　公共施設等建設基金繰入金　20,000千円、緑を守り育てる基金繰入金　2,000千円

教育総務課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

小鴨小学校校舎増築事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

22,000

事業の目的・意図

児童生徒及び地域の災害時避難場所の安全確保のため、学校施設耐震化の早期完成を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

・外構工事(Ⅱ工区)　　　　　 65,718千円
・外構工事(Ⅱ工区)監理業務　  2,840千円
・備品購入費(教卓、配膳台等)  4,655千円
　
　　工事の概要
　　　門扉、バリアフリー対応スロープ、外構フェンス　ほか

【国】　　　学校施設環境改善交付金(補助率1/2、1/3)　32,183千円
【地方債】　学校施設整備事業債　　　　90,900千円
【その他】　公共施設等建設基金繰入金　40,000千円

事業の目的・意図

児童数増加による教室不足を解消し、細やかな指導を行える教育環境施設とするもの。

事業の概要（積算根拠　等）

・校舎増築工事　　　　181,100千円
・校舎増築工事監理業務  4,057千円
・備品購入費　            372千円

　　工事の概要
　　　増築校舎　鉄筋コンクリート造3階建(3教室、多目的スペース)　延床面積300㎡

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 小学校費 学校建設費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

教育費 小学校費 学校建設費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

73,959 43,800

185,529 90,900 40,000
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担 当 課 施 策

事 業 名 121

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 2 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 7,557 4,648

担 当 課 施 策

事 業 名 121

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 2 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 4,900

事業の目的・意図

児童の安全確保のため、危険な建物の解体撤去を行う。また、その跡地についても児童の学習活動にとって有効
なものとなるよう活用を図るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】屋内運動場解体工事
・解体工事　20,387千円
・設計業務　 1,210千円
・監理業務　   852千円
　　屋内運動場(S46建築、S造、延床面積741㎡)

【新規】屋内運動場跡地整備
・実施設計業務　3,156千円
　
　　工事の概要
　　　整備内容　プール用トイレ、更衣室、渡り廊下、遊具移設・交流広場整備

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 小学校費 学校建設費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

25,605 13,400

【地方債】緊急防災・減災事業債　800千円

教育費 小学校費 学校建設費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

5,700

事業の目的・意図

灘手小学校における児童の安全安心な学習教育環境の整備と地域住民の災害時の避難所の防災機能の向上を図る
ため、車椅子や高齢者の方が避難所に指定されている屋内運動場までスムーズな移動が行えるよう避難通路とも
なる駐車場の舗装化するもの

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
・灘手小学校アスファルト舗装工事　5,700千円
　
　　工事の概要　アスファルト舗装　691㎡

主な特定財源（名称、金額　等）

教育総務課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

800

予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

教育総務課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

小学校屋内運動場避難所整備事業（灘手小学校駐車場整備） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

上灘小学校屋内運動場跡地整備事業

【国】　　学校施設環境改善交付金(補助率1/3)　7,557千円
【地方債】学校施設整備事業債（充当率90%)　　13,400千円
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担 当 課 施 策

事 業 名 124

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 3 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 6,359

担 当 課 施 策

事 業 名 117

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

19 126

【地方債】　緊急防災・減災事業債　9,500千円

教育費 教育総務費 事務局費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

126

学校教育課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

教育総務（地域学校委員会） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

児童・生徒及び災害時の避難場所として、安全・安心を確保するための整備を行うもの。
学習活動時、災害時においてプライバシーや障がい者に配慮した環境整備を行い、安心して使用できる施設とす
るもの。(西中学校)

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
・西中学校屋内運動場トイレ改修工事　　　　 13,554千円
・西中学校屋内運動場トイレ改修工事設計業務　1,564千円
・西中学校屋内運動場トイレ改修工事監理業務　  741千円

　　工事の概要
　　　延べ床面積　29.02㎡　車椅子対応洋式ブース設置

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 中学校費 学校建設費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

15,859 9,500

教育総務課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

中学校屋内運動場避難所整備事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　地域の住民及び保護者等の学校運営への参画等を進めることにより、学校と地域住民等との信頼関係を深め、
地域及び学校がその教育力を相互に高め、共に児童生徒の豊かな学びと育ちの創造を目指すもの。

事業の概要（積算根拠　等）

地域の次世代育成を図るため、学校、地域、保護者が連携した各地区の「教育を考える会」において、講師を招
いた講演会やパネルディスカッション等を開催し、より充実した取り組みや組織の体制づくりを行う

・7千円（講師謝金６千円・消耗品費1千円）×18校＝126千円

主な特定財源（名称、金額　等）
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担 当 課 施 策

事 業 名 117

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

3,194 21

担 当 課 施 策

事 業 名 117

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 222

教育費 教育総務費 事務局費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

19,722 19,500

事業の目的・意図

　特別支援学級に限らず、通常学級にも個別支援が必要な児童生徒が多数在籍し、その数は増加の一途をたどっ
ている。小中学校に「元気はつらつプラン教員補助職員」を配置し、個別の対応によって児童生徒が落ち着いて
学習、生活できるようにするもの。また、統合による環境変化に対応できるよう児童を支援していくもの。

学校教育課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

スクールソーシャルワーカー活用 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の概要（積算根拠　等）

学校統合に伴う環境変化に対応するため、教員補助職員を増員配置するもの（1名増）

　共済費　　　 216千円（社会保険料）
　賃金　　　19,506千円（元気はつらつプラン教員補助職員19人）

主な特定財源（名称、金額　等）

1,500

事業の目的・意図

　不登校を含む長期欠席者の出現率が高い本市の課題克服のため、社会福祉士等の資格を有する者を雇用し、学
校や児童生徒、保護者への支援を行うもの（スクールソーシャルワーカー3人雇用）。
　研修については、県内で研修する機会が限られており、県外での研修が必要な状況があるため。

事業の概要（積算根拠　等）

近年、増加傾向にある支援が必要な児童生徒に対応するため、専門職員を増員するもの（2名→3名）

　賃金（週12時間×21週、週13時間×31週）　社会福祉士 2,700円×655時間×1人 ＝ 1,769千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教員経験者 2,000円×655時間×2人 ＝ 2,620千円
　研修会参加（東京1泊2日）　57,300円×3人　≒　172千円

【その他】倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金　19,500千円

教育費 教育総務費 事務局費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

4,561 3,040

主な特定財源（名称、金額　等）

【県】スクールソーシャルワーカー活用事業費補助金（2/3）　 3,040千円
【その他】倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金　1,500千円

学校教育課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

元気はつらつプラン 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 117

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 1 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 0

担 当 課 施 策

事 業 名 123

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 3 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 10

【県】不登校児童生徒への支援モデル事業補助金（10/10）　4,757千円

事業の目的・意図

　フリースクール等で学ぶ不登校児童生徒の状況に応じた総合的な教育支援体制を構築するためのモデル事業を
通じて、不登校児童生徒が自信を持って学べる教育環境を整備するもの（家庭訪問等を通じて相談、学習支援等
を行う支援員を中部子ども支援センターに2人配置する。）。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　共済費　  623千円（社会保険料）
　賃金　  3,792千円（支援員2人）
　旅費　    282千円（支援員管内旅費）
　消耗品費 　60千円（問題集・教材教具等）

※国のモデル事業として都道府県単位で総合的な教育支援体制を構築して実施するもの

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 教育総務費 事務局費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

4,757 4,757

事業の目的・意図

　「くらよし風土記」の活用を通じて、文化・伝統・歴史・自然・人物について学び、ふるさとへの強い誇りと
愛着心を育み、将来Ｕターンを考えてもらえるきっかけづくりを目指すもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
「くらよし風土記」を基に、中学校3年生を対象に倉吉検定を行う。
・倉吉検定認定証　25円×400人（中学校3年生）＝10千円

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 中学校費 教育振興費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

10

学校教育課 17 豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する

不登校児童生徒への支援事業 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

学校教育課 18 子どもたちがどこに行っても自慢したくなる、倉吉の愛着と誇りづくりを進める

中学校教育研修（倉吉検定） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 128

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 4 目 4

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 2,502

【地方債】公民館整備事業債　9,902千円×充当率75％＝7,400千円

事業の目的・意図

　社会教育事業の推進及び地域コミュニティ活動の促進を図るため、トイレのバリアフリー化による誰もが安心
して利用できる環境整備を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　北谷地区公民館トイレ改修工事
　工事概要
　　男性・女性トイレ　面積約20㎡
　　和式便器の洋式化取替え（女性用：洋式２基・和式１基、男性用：洋式１基・小便器３基）
　　段差解消、男女間仕切壁設置、LED照明・人感センサー設置他
　工事請負費　　　8,531千円
　設計監理委託料　1,371千円

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 社会教育費 公民館費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

9,902 7,400

生涯学習課 19 一人ひとりのライフステージに応じた学習・スポーツの機会を確保する

公民館管理（北谷公民館トイレ改修） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 136

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 5 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 7,182

担 当 課 施 策

事 業 名 136

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 5 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 200

事業の目的・意図

　全国大会による高い競技レベルに接することによる競技力の向上をはじめ、市民への見るスポーツの場の提
供、交流人口の拡大など「スポーツによる地域活性化」を図るもの。
　スポーツクライミングは2020年東京オリンピックの追加種目として有力な競技であり、競技人口も増えている
中、昨年度に引き続き県立倉吉体育文化会館で開催が計画されたもの。同会館では年次的にクライミング施設整
備が続けられており、今後、大会の継続開催・合宿利用など経済効果が期待できる。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
全日本クライミングユース選手権ボルダリング競技大会補助金 　200千円
　全体事業費　4,310千円（うち県補助 700千円）
　参加予定　　全国から選手250人の参加見込み（H27年大会　選手200名・応援者650名）

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 保健体育費 保健体育総務費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

200

生涯学習課 19 一人ひとりのライフステージに応じた学習・スポーツの機会を確保する

社会体育振興（全日本クライミングユース選手権補助金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

　全国大会による高い競技レベルに接することによる競技力の向上をはじめ、市民への見るスポーツの場の提
供、交流人口の拡大など「スポーツによる地域活性化」を図るもの。
　全国高等学校総合体育大会は全国10ブロックで持ち回り開催され、平成28年度には岡山県を中心に中国地区で
開催される。鳥取県内では自転車競技（トラック）、ホッケー、相撲、弓道が行われる。倉吉市が自転車競技の
開催地として経費の一部を負担するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

平成28年度全国高等学校総合体育大会自転車競技倉吉市実行委員会負担金　7,182千円
 
　期日・会場　 開会式　 7月28日 倉吉未来中心
　　　　　 　　競　技  [トラック競技] 7月29～31日 倉吉自転車競技場

　全体経費 26,315千円　 鳥取県2/3・倉吉市1/3、県高体連その他による負担

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 保健体育費 保健体育総務費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

7,182

生涯学習課 19 一人ひとりのライフステージに応じた学習・スポーツの機会を確保する

社会体育振興（全国高校総体自転車競技実行委員会負担金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 137

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 5 目 2

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 9,015 4,492

【国】都市公園安全安心対策交付金　  18,032千円×1/2≒9,015千円　（武道館、陸上競技場上流部整備）
【地方債】体育施設整備事業債　18,032千円×1/2×90％≒8,000千円　　　　　　　　〃
【その他】倉吉ふるさと未来づくり基金繰入金　 　　　 25,000千円　（陸上競技場等備品）

事業の目的・意図

　利用者が安心安全に利用できるよう体育施設等の老朽化等による不良箇所の修繕・整備を行うとともに、必要
な備品を整備するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
体育施設維持補修整備
・武道館照明設備改修工事実施設計・設計監理委託料及び改修工事請負費　　　15,997千円
　（照明器具が老朽化し発火の恐れがあるため、ＬＥＤ照明に交換する）

・陸上競技場上流部排水路改修工事測量設計委託料　　　　　　　　　 　　　　2,035千円
　（陸上競技場上流部(射撃場内)の排水路が詰まる恐れがあるため、改修に向けて設計を行う）

・野球場バックスクリーン・スコアボード改修工事基本設計委託料　　　 　  　2,000千円
　（施設の老朽化が著しいため改修に向けて設計を行う）

【新規】
体育施設備品購入
・陸上競技場　写真判定機・走高跳び用マット・ハンマー投げサークル購入　  21,455千円
　（老朽化による不具合、平成29年度の競技場検定に向けて必要な備品の整備を行う）

・スポーツトラクター購入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　4,200千円
　（老朽化による不具合、芝等のグラウンドの管理に必要なため購入する）

・関金屋根付多目的広場ネット購入　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　820千円
　（荒天時には雨や雪の吹き込みによりグラウンド使用が制約されるため吹き込みを防ぐネットを設置する）

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 保健体育費 体育施設費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

46,507 8,000 25,000

生涯学習課 19 一人ひとりのライフステージに応じた学習・スポーツの機会を確保する

体育施設維持管理（武道館ＬＥＤ化ほか施設改修、設備整備） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 126

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 4 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 1,000 500

担 当 課 施 策

事 業 名 126

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 4 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 4,237 2,828

【国】史跡等総合活用整備事業費補助金　　　　8,474千円 × 1/2 ＝ 4,237千円
【県】鳥取県文化財等保存・保護事業費補助金　8,474千円 × 1/2 × 1/3　＝ 1,412千円

事業の目的・意図

  史跡伯耆国分寺跡は環境整備後35年が経過し、樹木が繁茂して地中の遺構が破壊されたり、遺構が相互に眺望
できず分かりにくい状況となっているため、不要木を伐採することにより、遺構の配置を認識しやすくするとと
もに地中の遺構の保護を行うもの。
　また、伯耆国分寺跡と法華寺畑遺跡間にバリアフリーの連絡通路や誘導標識、説明板を設置することにより、
史跡間を誰もが行き来しやすくし、利便性を向上させ、一体的な活用を図るもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　・伯耆国分寺跡不要木伐採
　・連絡通路設置
　・史跡案内看板設置

　≪積算根拠≫
　　文化庁指導旅費　　　　　　　　　　　　 　84千円
　　樹木伐採委託料　　　　　　　　　　　　4,040千円
　　史跡案内看板設置委託料　　　　　　　　　636千円
　　連絡通路設置工事に伴う設計業務委託料　　388千円
　　連絡通路設置工事　　　　　　　　　　　3,329千円

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 社会教育費 文化事業費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

8,477 1,412

【国】地域の特色ある埋蔵文化財活用事業費補助金  2,000千円×1/2　　＝　 1,000千円
【県】鳥取県文化財等保存・保護事業費補助金　　　2,000千円×1/4　　＝　　 500千円

文化財課 20 貴重な歴史文化遺産を守り、育て、伝える

史跡維持管理（国分寺再整備事業） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

事業の目的・意図

  山上憶良が伯耆国の国司として赴任して平成28年で1300年となる。これを契機として、国史跡伯耆国府跡など
の遺跡やその出土遺物を取り上げたシンポジウムを開催する。また、出土した土器を活用して、奈良時代の生活
の様子を描いた演劇を上演し、埋蔵文化財に対する理解を深めるとともに、伯耆国庁跡環境整備の機運を高める
もの。
  市民意識調査の結果から文化財の認知度が若い世代では低い状況がみられるため、演劇などを通じて幅広い世
代に埋蔵文化財に対する理解を深め、地域に愛着や誇りをもつ市民を増やしていく取組みを行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　・シンポジウム開催
　・山上憶良関連演劇上演
　・史跡パンフレット作成

　≪積算根拠≫
　　シンポジウム講師謝金　　　　　　 140千円
　　シンポジウム講師旅費　　　 　　　193千円
　　消耗品費　　　　　　　　　　　　　44千円
　　史跡ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・ﾁﾗｼ･ﾎﾟｽﾀｰ印刷　　　 703千円
　　演劇上演委託料　　　　　　　　　 850千円
　　会場借上料　　　　　　　　  　　　70千円

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 社会教育費 文化事業費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

2,000 500

文化財課 20 貴重な歴史文化遺産を守り、育て、伝える

文化財保護（埋蔵文化財活用事業） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 127

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 4 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

2,573 11,425 1,226

担 当 課 施 策

事 業 名 132

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 4 目 7

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

313 1,773

教育費 社会教育費 文化事業費

本年度予算額
（千円）

文化財課 20 貴重な歴史文化遺産を守り、育て、伝える

指定文化財保存整備（倉吉淀屋付属屋等修理工事） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

主な特定財源（名称、金額　等）

倉吉市立図書館

事業の目的・意図

平成28年は著名な万葉歌人山上憶良が国司として倉吉に赴任した716年から1300年となる節目の年である。これ
を記念して短歌作品の全国公募を行う。これによりわがまち倉吉を全国に発信し、歴史文化遺産に富むまちの周
知、イメージアップと交流人口の増加、住民のまちへの愛着、自己肯定感、誇りの意識の醸成を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

○平成28年度は、国司赴任1300年記念事業として全国公募により実施するもの

　選者謝金　　　　362千円　  著名選者、地元選者（6人）
　受賞者副賞　　　169千円
　　（一般:憶良賞30,000円 入選10,000円 佳作5,000円   小中高：憶良賞3,000円 入選1,000円 佳作500円）
　旅費　　        118千円
　表彰状等　      101千円
　作品募集ポスター等印刷費　305千円
　作品集(1000部）印刷費　　　95千円
　ポスター・作品集等郵送料　300千円
　雑誌広告料（3誌）　　　　 244千円
　作品データ入力料         　49千円
　万葉衣装借上料　           30千円

予算額の
財源内訳

県 地方債 その他

22,851 10,200

教育費 社会教育費 図書館費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

1,773

事業の目的・意図

　倉吉市指定文化財　旧牧田家住宅「倉吉淀屋」の付属屋を主屋と一体感のある歴史建造物として修理し、観光
施設や明倫地区の集会施設として整備活用することで、地方創生における賑わいを創出していくため。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　場　　所：倉吉市東岩倉町
　対象物件：市指定文化財　旧牧田家住宅　「倉吉淀屋」付属屋他
　工事概要：倉吉淀屋の付属屋を江戸時代の景観に修理する。前面道路側、西側の壁、玄関脇トイレの移設、
　　　　　　角屋の復元修理、屋根の葺き替えを2カ年程度で整備する。

　　倉吉淀屋付属屋等修理工事設計監理業務委託料　6,327千円
　　倉吉淀屋付属屋等修理工事　　　　　　　　　 16,524千円

 

18 子どもたちがどこに行っても自慢したくなる、倉吉の愛着と誇りづくりを進める

山上憶良短歌募集 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

【国費】　社会資本整備事業　街なみ環境整備事業交付金
　　　　　　22,851千円×1/2　≒ 11,425千円
【地方債】公共事業等債（文化財施設整備事業債）
　　　　　（22,851千円－（国費）11,425千円　）×充当率90％　≒　10,200千円
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担 当 課 施 策

事 業 名 129

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 4 目 5

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

850 4,943

担 当 課 施 策

事 業 名 129

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 4 目 5

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 2,001

事業の目的・意図

　春祭り期間の賑わいを創出し、市民が良質で一流の絵画作品を直に鑑賞できる展覧会を運営するため、行政と
地元マスメディアが共催し、互いのノウハウを活かして効率的・効果的な展覧会開催を行うもの。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
・特別展「北斎展」会期：平成28年4月9日（土）～5月8日（日）

　江戸時代の浮世絵師、葛飾北斎の展覧会を開催。日本のみならず海外において「ジャポニスム・ブーム」の
　きっかけにもなった「北斎」は世界的にも有名で、今回、北斎とその弟子たち等の作品を展示し、市民が良
　質で一流の絵画作品を直に鑑賞する機会を提供する。

・本事業費のうち会期中の展示監視員賃金　830千円、開催負担金　1,171千円を倉吉市が負担する。

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 社会教育費 博物館費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

2,001

　日本画家としてはじめて日本芸術院恩賜賞を受賞した、倉吉市名誉市民である菅楯彦を顕彰し、その画業を未
来へ継承するための展示活動を行い、「現代における暮らしの情景」というテーマのもとにコレクション形成を
図るため、特別展を実施するもの。

事業の概要（積算根拠　等）

・指名作家によるコンクール制。指名された現在活躍中の中堅日本画家34名の作品を審査し、大賞・佳作賞を選
　定する。大賞作品と、会期中に入館者が選んだ市民賞作品を市が買い上げる。
・京都会場と倉吉会場の二か所で開催。広く全国に周知し、菅楯彦並びに倉吉市を発信する。
　京都会場：平成28年8月16日（火）～21日（日）　倉吉会場：平成28年9月10日（土）～10月10日（月･祝）

  報償金 　　 3,070千円（作品買上料、審査員謝金等）
　旅費　　　　1,060千円（審査会・表彰式に係る審査員4人、受賞者作家旅費等）
　印刷製本費　1,573千円（ポスター、図録、チケット等）
　委託料　　　2,000千円（作品運送及び展示撤去作業）
　会場借上料　　795千円（京都会場借上げ料等）

博物館 21 文化・芸術活動を活性化し、文化の薫りに満ちたまちの魅力を創造する

特別展「菅楯彦大賞展」 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

社会教育費 博物館費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

9,293

主な特定財源（名称、金額　等）

【その他】入館料　　　　　　750千円
　　　　　図録販売代　　　　800千円
　　　　　広告掲載料　　　　600千円
　　　　　寄附金　　　　　　200千円
　　　　　博物館資料整備基金繰入金　2,000千円

博物館 21 文化・芸術活動を活性化し、文化の薫りに満ちたまちの魅力を創造する

特別展「北斎展」 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

4,350

事業の目的・意図

教育費
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担 当 課 施 策

事 業 名 131

会計・予算科目 会計 一般 款 10 項 4 目 6

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 44,713 4,515

【国】都市公園安全安心対策交付金（1/2)
　　　　事業費　89,428千円　×　1/2 　 ≒　44,713千円
【地方債】博物館整備事業債
　　　  （事業費　89,428千円　－（国庫）44,713千円　）×　90％　≒　40,200千円

　歴史民俗資料館は、築３０年以上が経過し、内外装とも劣化が著しい。平成２８年度は屋根外壁の全面改修工
事を行い、安全安心な施設として長寿命化を図ることを目的とする。

事業の概要（積算根拠　等）

【新規】
　倉吉歴史民俗資料館棟屋根外壁改修工事
　　　＊　社会資本整備総合交付金事業により実施
　
・資料館屋根外壁改修工事　　　　  78,930千円
・資料館屋根外壁改修工事実施設計   6,965千円
・資料館屋根外壁改修工事監理       3,533千円

主な特定財源（名称、金額　等）

教育費 社会教育費 歴史民俗資料館費

本年度予算額
（千円）

事業の目的・意図

予算額の
財源内訳

県 地方債 その他

89,428 40,200

博物館 20 貴重な歴史文化遺産を守り、育て、伝える

資料館維持管理（歴史民俗資料館屋根外壁改修） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ
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担 当 課 施 策

事 業 名 35

会計・予算科目 会計 一般 款 1 項 1 目 1

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

1,920 3,840

担 当 課 施 策

事 業 名 53

会計・予算科目 会計 一般 款 2 項 4 目 3

前年度予算額
（千円）

国 一般財源

0 0

議会事務局費（政務活動費補助金） 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

【県】参議院議員通常選挙費委託金　19,757千円

事業の目的・意図

参議院議員通常選挙を執行するもの。
  任期　平成28年7月25日
（選挙権年齢18歳以上に引き下げ、鳥取県及び島根県合同選挙区）
27年度統一地方選挙から開始した期日前投票所の増設と投票所移動支援の効率化を図る。

事業の概要（積算根拠　等）

開票管理者・開票立会人・選挙事務従事者報酬　　　　　　　　　　　　　 　  1,915千円

投・開票所の職務代理者及び事務従事職員手当　　　　　　　　　　　　　     6,600千円

臨時職員の事務賃金等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　3,595千円

入場券郵送料、選挙公報封詰め等作業、期日前・不在者投票システム保守料等   3,508千円

ポスター掲示場設置管理等委託料                                           2,457千円

投・開票所等借上げ、投票移動支援タクシー借上げ等                           863千円

主な特定財源（名称、金額　等）

選挙費 選挙費 参議院議員通常選挙費

本年度予算額
（千円） 予算額の

財源内訳

県 地方債 その他

19,757 19,757

選挙管理委員会事務局 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

参議院議員通常選挙費 予算説明書ﾍﾟｰｼﾞ

予算額の
財源内訳

県 地方債 その他

3,840

議会事務局 40 行政資源をより一層効果的・効率的に活用する

事業の目的・意図

市議会議員に交付する政務活動費について、鳥取県内他市の状況に鑑み、議員1人あたりの月額を10千円から20
千円に増額し、年間240千円とする。

事業の概要（積算根拠　等）

政務活動費補助金　3,840千円　（議員1名あたり月額20千円×12月）×16人

主な特定財源（名称、金額　等）

議会費 議会費 議会費

本年度予算額
（千円）
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平成28年度　債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額 積 算 根 拠

【一般会計】

学校給食調理業務

平成28年度から
平成33年度まで

445,500千円

学校給食センター調理業務委託料
　業務期間；平成29～33年度（5ヵ年）
　
年額89,100千円×5ヵ年＝445,500千円
（年額の内訳）
　人件費 　　　　　66,283,800円
　事業費 　　　　　  6,018,000円
　管理費　　　　     8,698,200円
　　小計（税別）　 81,000,000円
　消費税等額　　　 8,100,000円
　　合計　　　　　  89,100,000円

【簡易水道事業特別会計】

施設・管路更新計画策定業務

平成28年度から
平成29年度まで

26,077千円

平成32年度の公営企業会計への移行に伴う中
長期的な経営の基本計画である「経営戦略」を
策定するに当たり、投資試算のための施設及び
管路更新計画を策定するもの

簡易水道施設・管路更新計画策定業務委託料

　業務期間；平成28～29年度
　総事業費；26,076,600円

【下水道事業特別会計】

地方公営企業会計移行業務

平成29年度から
平成31年度まで

37,284千円

平成32年度の公営企業会計への移行に伴う固
定資産調査、台帳・会計システムの構築、例規
整備等の移行業務を行うもの

地方公営企業会計移行業務委託料

　業務期間；平成28～31年度
　総事業費；54,249,120円
　業務概要；
　　法適用移行支援
　　固定資産調査及び評価
　　下水道台帳管理システム構築
　　企業会計システム構築
　　例規整備

【集落排水事業特別会計】

地方公営企業会計移行業務

平成29年度から
平成31年度まで

26,856千円

平成32年度の公営企業会計への移行に伴う固
定資産調査、台帳・会計システムの構築、例規
整備等の移行業務を行うもの

地方公営企業会計移行業務委託料

　業務期間；平成28～31年度
　総事業費；44,862,240円
　業務概要；
　　法適用移行支援
　　固定資産調査及び評価
　　下水道台帳管理システム構築
　　企業会計システム構築
　　例規整備
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